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晴
好
の
贋
化
と
慣
持
田
理
動

第
六
十
七
巻

四
J司、

第
四
・
王
揖

八
六

晴
好
の

費

化

:
債
格
の

費

型J

l
l聯
闘
財
の
定
義
を
め
ぐ
る
ラ
Y
グ
・
ヒ
ッ
ク
ス
論
宇
の
一
考
察
|
|

市

村

員

一
、
序

コ、

E
，
ク
ス
数
費
四
一
一
つ
白
定
義
叩
等
値

円、

一
、
新
し
い
聯
闘
財
の
定
義

四
、
ラ
シ
ゲ
・
ヒ
V

ク
ス
前
宰
と
そ
の
時
味

豆
、
噌
好
の
塑
化
い
か
債
格
仁
及
ぼ
す
赦
果

序

本
稿
は
ニ
ワ
の
目
的
を
持
ワ
て
い
る
。
そ
む
第
一
は
、
「
慣
値
と
資
本
」
に
於
け
る
ヒ
ッ
ク
ス
白
聯
閥
財
白
定
義
に
封
し
興
え
ら

η

a

，
 

れ
た
サ
ミ
Z

ル
ソ
シ
・
モ
ザ
ッ
ク
雨
教
授
及
び
安
井
教
授
、
栗
村
教
授
D
批
判
の
首
ら
古
る
事
を
澄
明
す
る
事
で
あ
り
、
そ
白
第
二

は
、
ェ
ヂ
ワ

l
ス
・
バ
レ
ー
ト
l

D
定
義
に
極
め
て
類
似
せ
る
一
つ
の
新
し
い
聯
闘
財
b
定
義
主
提
出
す
る
事
に
よ
っ
て
、
ラ

V
V



析
す
る
事
で
あ
る
ロ

と
ヒ
ッ
ク
ス
の
聯
関
財
白
定
義
を
め
ぐ
る
論
争
に
若
干
む
光
を
投
十
る
と
共
に
、
合
せ
℃
晴
好
の
愛
ル
仰
が
償
格
に
及
ぼ
す
妓
果
を
分

先
歩
第
一
白
論
賄
に
就
い
司
て
言
え
ば
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
封
し
興
え
ら
れ
た
各
教
授
。
批
判
は
、
彼
が
「
債
依
と
資
本
」
白
本
文
の
中

で
言
葉
忙
よ
っ
て
述
べ
た
定
義
と
敷
田
字
詰
に
於
い
て
数
同
学
的
に
興
え
た
定
義
と
が
四
財
以
上
白
場
合
に
は
一
致
し
友
い
と
い
う
事
に

闘
す
る
。
然
し
注
が
ら
こ
れ
等
の
批
判
は
何
れ
も
ヒ
ッ
ク
ス
が
四
財
以
上
の
場
令
に
追
加
し
た
新
し
い
附
帯
保
件
を
看
過
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
向
。
若
し
忠
貨
に
ヒ
ッ
ク
ス
に
従
nJ
て
こ
の
附
脅
傑
件
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
二
つ
の
定
義
が
等
値
で

.
あ
る
事
を
誼
明
す
る
事
が
問
来
る
(
第
=
聞
)
。
然
し
此
等
の
批
判
は
、
更
に
こ
白
附
帯
保
件
が
徐
り
に
技
巧
的
で
あ
り
、
旦
う
そ
の

経
済
的
意
味
が
薄
弱
で
あ
る
事
を
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
が
持
っ
そ
白
様
な
難
離
は
、
本
稿
白
新
し
い
定
義

が
承
認
さ
れ
る
た
ら
ば
解
消
す
る
で
あ
ろ
う
。

a

，
 

目
的
白
第
一
一
は
、
先
・
?
と
O
新
し
い
定
義
主
!
提
山
し
(
第
三
筒
て
而
し
て
吏
に
と
の
定
義
を
活
用
す
る
事
に
よ
っ
て
、

事
入
せ
る
同
調
的

(
4
2
E
V
5
0
)、
中
立
的
官
E
E
C
、

な
る
解
想
主
加
え
る
・
な
ら
ば
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
と
悶
一
に
蹄
す
る
事
を
詮
明
す
る
と
共
に
、
そ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ヒ
ッ
ク
ス
が

町

ラ
シ
ヂ
に
奥
え
た
反
批
判
の
是
非
を
明
白
に
す
る
事
で
あ
る
(
第
四
筒
)
。
而
し
て
最
後
に
、
吾
々
の
定
義
に
基
〈
考
察
が
、
晴
好
の

踊盟化
D
均
衡
債
格
シ
ス
ス
ム
に
及
ぼ
す
数
呆
を
ヒ
ッ
ク
ミ
ヲ
ン
ゲ
以
上
に
精
確
に
分
析
し
得
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う

相
反
的
(
阿
国
内
品
。
E
E品、

と
ν、
う
需
要
事霊
化
の
聯
関
性
の
介
類
古~4) ラ
ン

適正戸
嘗が

(
第
宜
笥
量
。

木
稿
は
差
歯
h
消
費
者
需
要
に
於
け
る
聯
闘
財
白
問
題
の
最
も
基
礎
的
な
部
分
に
考
察
を
限
定
す
る
。
従
っ
て
企
業
者
自
活
動
及

び
ヒ
ッ
ク
ス
む
意
味
に
於
け
る
一
切
の
動
皐
的
問
題
は
櫓
て
乏
を
考
慮
の
外
に
置
く
り
で
あ
る
。

噌
好
の
醐
戸
化
と
伺
持
白
費
動

第
六
十
七
巻

四
品

第
四
・
亘
腕

凡
七



(司

噌
好
の
盤
化
と
慣
格
白
担
割

-
F
6
冨。
E
F
R
の
E
2巳
間
宮
MEVHHEE
斗

V
6
0
4
5
h
F
g自
民
E
E
]
4
2骨
主

H
c
t
'

吋

-
A
F
E
E
S
U
o
P
R
可。
B
E
C
B
m
弘
同
E
E目
Hn
〉

E
q
u
M
U
-
-
w
E畠
・
ヲ
凶
器

i
H∞寸

安
井
琢
曲
、
「
聯
闘
尉
に
ワ
い
て
由
一
考
察
」
縛
潜
串
論
集
一
三
春
八
親
。
栗
村
雄
吉
、
「
聯
闘
一
財
田
理
蹄
」
舵
骨
科
態
評
論
昭
和
=
十
四
年
一
-
一
月

直
九
頁

1
四
=
頁
。

曲
貼
は
森
嶋
皐
士
に
よ
フ
て
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
。
本
稿
由
矯
す
事
は
其
虞
で
は
省
略
さ
れ
た
数
皐
的
謹
聞
を
興
へ
る
と
共
同
、
そ
れ
に
惇
ふ
若

干
自
問
題
を
明
か
に
す
る
事
で
あ
る
。

森
崎
祖
夫
、
「
消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動
」
紹
湾
曲
叢
宍
二
事
四
競
六
三
ニ
頁
|
=
一
三
頁
参
照
。

第
六
十
七
魯

!ft 
O 

第
四
・
豆
掠

J九
月、

註
(1) 

同

ν

凶川吋巴
F
。斤図。件。出。・

(町(4) 

0
・
F
E
m
m
u
R
F
E耳
目
。
宮
内
E

q
自
色
刷
E
E
H
O
F
4
5日
え
甲
山
崎
仲
m
E
A
M
E
E
t
w
F
5
3
。一同開

E
E
E
O
F
H
P
F
G
n
F
E
B
M
M・詔

I
s・

-
-
E臥向。
u
Jロ
日
当

E
F
Z
E
F
1
4
Z
Z
W
H
E
t
-
『

S
E
L

H
H
P
出
F

の

r
r
R
〉
円
。
自
耳
目
骨

J
H
P
Z斤
司
皇
内
問
自
信
。
富
岡
O
E
E
H
F
-
n
p
冨
邑

HV・∞府
j
由
'

(5) 

ヒ
ッ
ク
三
教
授
の
二
つ
の
定
義
の
等
値

確
か
忙
ヒ
ッ
ク
ス
は
聯
閥
財
白
定
義
を
二
様
に
奥
え
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
彼
自
身
白
伎
越
に
従
う
限
担
、
彼
も
言
う
如
七
、
そ

れ
等
は
等
債
で
あ
る
。
己
白
臨
を
詮
明
す
る
た
め
、
消
費
者
白
選
揮
理
論
白
必
要
最
少
限
白
要
約
七
乞
先
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

先
宇
記
披
を
決
白
如
く
定
め
る
。

此
虚
忙
債
格
仰
は
、
標
準
財
五
で
表
わ
さ
れ
た
第
包
財
の
慎
格
で
あ
り
、
従
っ
て
出
川
同
で
あ
る
。
勿
論
一
向
及
び
h
陀
は
各
主
糧

自
別
を
一
市
す
添
数

ωを
附
し
、
羽
、
叫
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
後
に
必
要
企
-
な
る
迄
之
を
省
略
す
る
。

今
被
用
函
数
及
び
牧
支
均
等
方
程
式
を



財の種額 X， 
初期手持畳 x， 
需 要 量 x， 
個 格 p， 

e 

a
M
記
念
M

・B-

P 、J

円

H一
)

-・・ー吋

a
 
M
』宮

(
E
I
E
F
)
H
C

民

uw

ハ
同
)

【0"=1.2.

従?
っ興
てえ
そと
.tLる
は 2主
主え ら
のぼ
補 J
助」
函白
叫消

32雪
白'口。
無
活
保司
件 t主

要主
主
白:;It 
弘保

~ {'l' 
と υ

下ν、
にう r圏、
一回、J
箇
白
白且

害実
Z芋を
的求
問
め
題?

Ei量
ザで
じ
いあ
コる

三
日
e
I
E
悶
司
会
l
F
)
]

此
藤
に

μ
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ

O
未
定
乗
数
で
あ
る
。

弘主
H

制

2
1事

EN--

ごヲ

でよ
決 b
定
吉主
れ E 時
る H 的
。語、均
G -，街
、-'/一、 J凶巳
及干#
び Y は

~ G 
'-' 

白.と
s 占乙
+ 
同

箇
の
方
程
式
は

c' 

で
あ
る
。
か
く
し

τ需
要
函
数
及
川
肋

μ
が
定
ま
る
。

更
に
叫
が
極
小
値
で
も
停
滞
値
で
も
な
く
員
に
最
太
値
で
あ
る
た
め
に
は
、
保
件

G
V
及
び
(
帥
)
が
満
足
さ
れ
る
白
み
色
な
ら
守
、

問
題
と
す
る
選
揮
範
囲
白
h
D
す
べ

τ白
値
に
合
い
て
(
凶
)
の
傑
件
白
下
に
、
品
目
£
*
〈
-
で
怠
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
若
し
、
一
一
暦
複

雑
な
る
限
界
代
替
率
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
遁
滅
す
る
な
ら
ば
、
と
の
僚
件
は
満
足
さ
れ
越
も
亦

E
し
W
C
吾
々
は
ヒ
ッ
ク
ス
に
従
っ

て
と
白
保
件
が
満
足
さ
れ
る
も
白
と
仮
定
し
よ
う
U

と
の
俄
定
が
所
調
主
開
的
安
定
保
件
で
あ
る
。
安
定
保
件
が
満
足
さ
れ
る
な
ら

第
六
十
七
巻

(
A
F
)
 wp)

及
び

μ
の

s
+
H
箇
θ
未
知
数
を
決
定
す
る
に
充
分

晴
好
申
艶
化
L
Z個
持
由
艶
動

瓦

事
四
・
五
観

‘凡
丸



噌
好
空
画
化
と
偶
格
。
纏
動

第
六
十
七
巻

百

第
四
・

E
僻

北
O 

ば

問
111 

r， 
ーと~ i 0 
11 
h品

"" 袋、品

q
t川
q
A内
掛

川

'q
伊
豆
、
。
務
図
師
陣

民一円、

昔、J

同
計
百
川
司
腕
、
陣
内
岡
市
号
制

g
h
6時
帰
国
健

司
、
川
匂
丙
伊
号
制
い

5
8取
囲
柵
片

(
印
)

と
す
る
時
、

U
D
三
失
以
上
の
首
座
小
行
列
式
は
交
互
に
正
負
正
負
と
な
る
。

品
目
白
愛
動
が
仇
叫
に
及
ぼ
す
殻
果
は
、
門
出
)
及
び
〔
恥
}
を
山
花
開
じ
偏
微
分
し
℃
得
ら
れ
る
弐
の
聯
立
方
程
式
を
雪
之
島
官
旬

さ
て
、

に
閲
し
て
解
〈
事
に

Z
O
て
得
ら
れ
る
。

、

ィ

J
s
q
N叫

一

吋

古

血

事

1
9
1
9

1
3
P
+
M
g
明

h
H
F
E

戸

島

守

、

凶

血

も

ω

此
鹿
K
P
ω

は
、
若
し

T
u
M
な
ら
ば
炉
ωHH
回、

r
h
m
F

な
ら
ば

p
u
H
O
な
る
事
を
示
す
、

(
帆

H
U
H
-

~ 
) 

r、
司
) 

ク
開
、
一
ネ
ッ
カ

I
の
デ
ル
タ
ー
で
あ

b
f
、
S
市
川
町
主
¥
由

E
で
あ
る
。

周
知
白
如
く
、
ク
ラ

l
メ
ル
の
公
式
に
よ
り
、
先
白
円
四
)
記
協
を
用
い
て
智
丈
島
苛
闘
を
解
け
ば

~I~ 

h

h

s

h

h

司ロ

(机
1
8
ω
)

刈
刊

+
l
q
l

( 

d 

と
な
る
。
と
れ
が
所
謂
ス
ル
ツ
キ

1
方
程
式
で
あ
り
、

右
越
第
二
世
が
所
得
項
、

第
二
項
が
代
用
項
と
呼
ば
れ
る
@

ヒ
ッ
ク
ス
が

置昏



「
債
依
止
資
本
」
の
一
数
回
申
附
録
に
於
い
て
輿
え
た
白
は
、
と
白
代
用
項
白
符
蹴
に
よ
る
聯
閥
財
白
定
義
で
あ
ワ
た
。
そ
白
定
義
に
よ

れ
ば
、

r
h
は
v
h
に
劃
し
て

な
山
市

v
c

q
t

コ

h
h
A〕
引
川

C

友
ら
ぼ
、
代
用
財

な
ら
ば
、
調
立
財

(

申

)

な
川
市

v
-
な
ら
ば
、
補
完
財

で
あ
る
。
と
れ
が
ヒ
ツ
ク
ス
に
於
け
る
第
一
白
応
義
で
あ
出
。

ヒ
ッ
ク
ス
は
本
文
に
於
い
て
今
一
つ
の
聯
関
財
白
定
義
主
次
D
如
く
興
え
て
い
句
向
。
「
そ
の
消
費
者
を
以
前
よ
り
有
利
な

ら
し
め
な
い
様
に
し
つ
也
、
不
在
貨
幣
に
代
替
す
る
時
、
若
し
お
の
貨
幣
に
封
す
る
限
界
代
替
率
が
減
少
す
る
な
ら
ば
、
名
は
γ
均に

さ
て
、

劃
し
て
代
用
財
で
あ
る
。
同
様
に
ぷ
が
貨
幣
と
代
替
さ
れ
る
時
、

V
A
白
貨
幣
に
劃
す
る
限
界
代
替
率
が
増
加
す
る
な
ら
ば
、
ん
は
お

と
柿
完
的
で
あ
る
。
』
と
れ
が
ヒ
ッ
ク
ス
に
於
け
る
聯
関
財
白
第
二
白
定
義
の
外
な
ら
な
い
。

で
は
果
し
℃
ζ

白
第
二
の
定
義
は
先
白
第
一
の
定
義
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
各
教
授
。
批
判
は
何
れ
も
と
白
黙
に
集
中
し
て

い
る
。
今
共
等
白
一
一
同
鮪
を
整
理
す
れ
ば
次
の
三
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
I
)
明
ら
か
に
第
二
む
定
義
は
、
問
題
B

と
す
る
財
が
一
一
一
財
白

場
合
部
ち
お
お
及
び
貨
幣
(
即
ち
標
準
勝
)
白
場
令
に
つ
い
て
興
え
ら
れ
て
い
る
o

確
か
に
三
財
の
場
合
に
は
、
二
円
J
D
定
義
は
等

値
と
た
み
。
然
し
な
が
ら
四
財
以
上
の
場
合
に
G
い
て
閑
者
が
一
致
す
る
と
い
う
保
誇
は
た
い
。

(E)然
も
サ
ミ
ヱ
ル
ソ
V

の
肴
う

如
J

‘
、
、
「
事
買
は
更
に
惑
い
欣
羽
に
あ
る
。
本
文
白
定
義
に
従
え
ば
、
(
四
財
以
上
田
場
合
じ
は
}
例
え
ば
小
委
と

d
ン
ネ
ル
が
同
時
に

幡
野
田
樟
ル
悼
と
慣
格
自
欝
動

第
六
十
七
巻

五
= 

事
四
・
五
腕

先ゐ



晴
好
昭
一
冊
北

k
慣
絡
自
費
動

第
六
十
七
巻

3L 
四

第
四
・
豆
抽
出

主4

締
完
財
で
も
叉
代
用
財
で
も
あ
る
。
正
い
う
事
が
可
能
と
な
る
。
蓋
し
そ
り
定
義
は
標
準
財
と
し
て
役
立
つ
第
三
財
(
ヒ
ヲ
タ
ス
昭
一

m

謂
貨
幣
)
と
し
て
何
財
を
撰
ぶ
白
に
依
存
じ
℃
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
定
義
は
多
義
的
で
あ
り
、
二
口
の
財
の
間
の
性
質
主
表
わ

す
と
言
う
よ
り
も
、
そ
れ
は
(
否
寧
ろ
そ
れ
等
は
)
=
一
円
J
D
財
む
佐
賀
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

(E)更
に
明
ら
か
に
第
一
白
定

義
は
一
一
財
に
劃
し
で
も
誼
用
し
得
る
の
に
反
し
、
本
文
白
そ
れ
は
二
財
の
場
合
に
は
定
義
す
る
事
が
出
来
な
い
。

疑
い
も
な
く
、
第
三
一
白
批
判
は

E
営
で
あ
る
白
然
し
貨
際
上
二
財
白
み
と
い
う
場
合
は
左
程
重
要
で
は
た
い
。
従
古
て
と

D
批
判
を

承
認
す
る
と
共
に
、
之
を
無
闘
し
よ
う
。
然
る
時
比
等
白
批
判
を
否
定
す
る
た
め
に
は
、
批
判
ハ
I
)ハ
E
)
白
首
ら
ざ
る
事
堂
謹
明
す

れ
ば
土
い
課
で
あ
る
。
即
ち
若
し
四
財
以
上
白
場
合
に
も
ヒ
ッ
ク
ス
の
二
つ
白
定
義
が
等
値
で
あ
り
、
且
円
J

其
等
白
定
義
が
標
準
財

の
選
び
方
に
依
存
し
在
い
事
が
詮
明
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
白
二
つ
の
定
義
は
只
一
つ
の
例
外
を
除
き
等
値
で
あ
る
と
言
い
得
る
で

あ
ろ
う
。
以
下
吾
々
が
詮
明
す
る
白
は
と
白
事
に
他
な
ら
な
い
。

喜
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
四
財
以
上
白
場
合
に
つ
い
て
財
白
代
用
補
完
を
定
義
す
る
に
嘗
担
、

E
れ
迄
儀
り
に
も
屡
々
多
く
の
園
事
者

に
よ
っ
て
看
過
さ
れ
て
来
た
、
一
つ
の
附
帯
保
件
を
追
加
し
て
い
る
白
で
あ
る
。
そ
の
保
件
と
は
、
営
面
の
一
一
財
v
h
v
h
以
外
の
他
の

財
(
し

F
H下

dMNF)
相
互
問
。
限
界
代
替
率
を
不
鑓
と
す
る
と
い
う
俵
枠
で
あ

h
。

E

O
保
件
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
定
義
は
等
値
と
な
る
。
と
の
事
を
詮
明
す
る
た
め
、
本
文
白
定
義
に
数
皐
的
表
現
を
奥

え
る
事
と
し
よ
う
。
先
歩
木
文
の
定
義
は
、
四
財
以
上
回
場
合
共
白
如
く
在
る
。
《
以
下
白
二
つ
白
傑
作
白
下
に
、

v
A
がハ

NMMNき

討
し
と
代
替
せ
ら
れ
る
時

{
T
2
b不
号
、
去
標
準
財
に
封
ず
る
限
界
代
替
率
号

2量
財

と

し

て

さ

』

)

が
減
少
す
る
&
ら
ば
、
そ
の
時
五
は
Z
K
封
し
て
代
用
財
(
叉
は
競
守
財
)
、
増
加
す
る
-K
ら
ぽ
補
完
財
で
あ
る
。

保
件

ωそ
白
消
費
者
を
以
前
よ

b
有
利
に
も
不
利
に
も
し
な
い
、
師
ち



時

-
F
U
H
£

(31宇
L
B
u
g
-
B
+
L
m
F

保
件
削
刷
(
U
『
含
い
じ
の
夫
々
が
叫
忙
掛
す

Z
限
界
代
替
率
即
ち
切
が
山

S
E
H
(
h
n
p

「恥
H
U
l
-

-一「
-
n
o
G
H
升

る

r
L
S
a
n
a
H包
・
M
M骨

(
筒
以
下
簡
単
白
た
曲
、
括
弧
及
び

h
R
1
2
E
S
E
砂
略
し
て
、

h
h之
助
占
と
書
t
J

換
言
す
れ
ば
、
上
記
二
つ
の
保
件
白
下
に

る
は
不
透
ん
一
す
る
、
印
ち

g
(
N
H
U
 

w
p
+
n
F
)
H
l河

協いい。

由

自

切

〉

(

申

〉

千象

‘ 

に
麻
じ
、
夫
々
代
用
財
、
渦
立
財
、
補
完
財
で
あ
る
。
V

の
っ
て
吾
々
が
求
め
る
も
の
は
、
保
件

ωω
む
下
に
於
け
る
白
出
丈
島
主
で

あ
る
。

9

先
守
、

L
E
(凶
日I

唱
岡
下
、
い
ご
と
代
替
す
る
白
で
あ
る
か
ら
、
足
を
濁
立
要
数
と
す
る
時
そ
れ
に
従
属
し
て
(
同
ピ
封
M

M
U
V

が
愛
動
す
る
罪
で
あ
る
。

E
D
事
に
注
意
す
れ
ば
、
僚
件

ωよ
b

‘e 

~ 

pp 
+ 
£ 

+ 
lt1詰
55  
-;- ~I~ 
111 o" ，弘

同 11

を
代
入
す
止し
ば

o 

を
得
る
。
雨
設
を
叫
に
て
除
し
、

tlt 
+ 
明
旬
、
山
間

H

3む

〔
同
(
)
・

H
M

時
掃
の
圃
型
化
と
慣
岨
帽
の
震
動

第
六
十
七
巻

一
五
五

第
四
賓
呈
騨

九

ヨ



噌
好
旧
費
他
&
慣
梅
田
麗
動

と
な
る
。
弐
に
九
月
国
間
¥
白
3
を
求
め
れ
ば
、

F
I
h
h
a
 

同
2

山
北
+
同
J
+
凶
国
崎

-
L
H
l
l
h

a

b

g

u

制、
L
N
ω

臨
む
明
白

第
六
十
七
番

と
友
る
。
但
し
』
日
号
川
由
切
に
白
主
で
あ
る
。
容
易
に
解
る
如
く
、

と
れ
は

子

同

国

凶

j

p
-
I
M
I
-
-
十
沼

h
e
t
h
-
リ

l

h

M
L
R旬

ιvu

ぺ
L
品
約
ω

ム
」
書
改
め
る
事
が
州
市
刑
る
。

~ 

Flr 
十

更
に
保
件

ωは

凶
勾
ζ

栂
リ
l

p

G

H

p

u

g

a

ω

 

と
友
る
。
従
っ
て
求
め
る
助
国
丈
島
N
a

は、

て
解
け
ば
よ
い
課
で
あ
る
。
ク
ラ
1
メ
ル
白
公
式
に
占
り
、

。切''''.¥'1国
11 

吋
炉

、-'

一
豆
大

(
H
C
・
回
)

(
H
0

・3

第
四
・
五
埠

と
D
p
o
己

(
H
q
S
及
び

2
9
6
E
聯
立
せ
し
め
官
、

ト4

占司

F 

国

F
l
F
7
F
 

均
台

l
同
S

t思国

国

』

N
f
l同

ι
;羽

F 

』ー‘同国p-

ー
同

ト4

国. 
o 

同
志

ー
F 

J申Z巴国
吉

t' 

先制

四

そ
れ
を
九
日
句
"
¥
骨
関
花
開
L



』・‘tl' .TO F 

国

均
台

国

F 
同

F 

出
品

国
主

国

F 

F 

と
な
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
今
記
械
を

同
E 

国
111 

'一、 一ー一一一一ー一一一一-
~: ~吋 i

11--='" 1 J-I. 
-'"、
F F F 
S 、J

4 

同

出
命

と
定
め
る
な
ら
ば
、
上
式
企
同
・
己
は
弐
の
如
〈
略
記
山
山
来
る
ev

;I，~ 

国

国
主

拘刷凶

F 

F 

(同一円・同一)

さ
て
婿
の
如
く
第
一
一
白
定
義
が
定
式
化
せ
ら
れ
た
以
上
、
(
∞
)
、
(
申
〕
及
び
(
ロ
・

8
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
批
判

ωを
否
定
す
る

た
め
に
澄
明
す
べ
き
は
弐
6
命
題
な
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

M
F
-
川
闘
に
於
け
る
国
主
白
僚
因
数

国
主
主
川
】
固
と
に
於
け
る
国
主
の
絵
図
激

m-

宮
や
仕
切
符
工
作
)

噌
野
田
遺
品
と
間
格
の
植
田
勤

第
六
十
七
巻

国
吉F 八一口・回一)。回)

百
七

事
四

-
E
掛

丸
五



晴
好
申
脅
柑
と
慣
持
田
担
割

第
六
十
七
巻

五
i¥. 

第
四
・
理
披

九
六

/ 

(
H
S
E詮
明
す
る
準
備
と
し
て
、
先
帝
y'
次
の
事
を
詮
明
ず
る
。
今
U
白
会
十
回
)
，
択
の
首
座
小
行
列
式
及
び
B
の
-T次
白
首
座
小

行
列
式
を

qハO
M

同(
O

で
一
不
す
な
ら
ば
、

q
G〉
と

M
H
(
δ

及
び
U
と
R
白
品
開
因
数
の
間
に
は
弐
白
関
係
が
成
立
す
る
。

足。

H

1

5

…1ー同
S
一

i

s

・3

q
s
H
1
3
a
国
s

，

i

l

!

(

同
日
・

3

e
 

(
詮
明
)
(
混
同
)
白
成
立
す
る
事
は
弐
白
如
く
計
算
す
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
o

先
A
y
q
(
O
D
第
一
行
及
び
第
一
列
在

仏
に
て
除
し
、

q
S
に
吋
を
乗
じ
る
。
失
に
第
一
一
一
行
以
下
の
各
行
に
叫
を
乗
じ
、
間
以
同
)
を
ミ
ょ
に
て
除
す
る
。
而
し
て
第
二

行
に
町
、
E
乗
じ
て
第
ミ
+
同
)
行
止
り
引
〈
。
更
に
第
三
行
以
下
各
行
を
叫
に
て
除
し
、
円
可
円
。
に

3
2
ご
を
乗
じ
る
。
行
列
式

の
性
質
巴
止
り
、
新
〈
す
る
も
句
(
O
の
値
は
不
愛
で
あ
る
。
最
後
に
居
丈
主
川
町
帆
及
び
同
之
日
(
民
主
主

l
p
Eむ
¥5"
を
代
入

し
て
、
第
一
列
で
展
開
す
れ
ば
企
ω
巴
白
右
迭
を
得
る
。
勿
論
計
算
配
逆
に
す
れ
ば
右
退
よ
り
左
議
を
柑
帯
出
し
得
る
。
故
に
(
同
∞
]
[
)

が
霞
明
さ
れ
た
課
で
あ
る
。
〔
H
U
・
凶
)
も
亦
ほ
ぽ
同
様
白
計
算
に
よ
っ
℃
説
明
す
る
事
が
出
猟
る
。

品
位
ワ
て
ス
ル
ツ
キ
1
方
程
式
白
代
用
項
は
、

C
F
H
)
、
(
H
U
L
M
)

及
び

S
H
K
M
L
注
意
し
、

4も

-
E
r
y国
首

|

恒

国

目

|

国

詰

1
5
3
2
同

R
周

囲

ム
」
書
改
め
る
事
が
出
来
る
。
従
っ
て
ハ
H
S
は

~~， 

官

f[~ 

止
な
る
。
然
る
に
吾
々
は
主
晒
間
的
安
定
保
件
よ

b



ω高
ロ

(
3
t
m宮
内
向

psv

友
る
事
を
知
っ
て
い
る
。
と
の
閥
係
に
(
忌
・
む
を
考
慮
す
れ
ば
、

臼
】
向
ロ
(
回
目

)
H
ω
同
四
国
〔
同

Fω
日
)

で
あ
る
。
従
っ
て
(
同
町
)
が
澄
明
苫
れ
た
課
で
あ
る
。
佑
令
て
吾
々
は
ヒ
ヅ
グ
凡
白
二
つ
白
定
義
は
等
値
司
じ
あ
る
と
主
張
す
る
事
が

出
来
る
白
で
あ
る
。

以
上
白
事
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
以
上
、
サ
ミ
エ
肘
ソ
ン
に
よ
る
批
判

(E)を
否
定
す
る
事
は
容
易
で
あ
Z
。
代
用
項
は
明
ら
か
に

標
準
財
D
如
何
に
依
存
し
な
い
。
標
準
財
白
如
何
に
依
存
す
る
か
に
見
え
る
の
は
本
文
の
定
義
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
本
文
の
定
義

ム
」
睡
も
、
附
帯
保
件
を
考
慮
す
る
限
り
、
今
迄
の

L
D代
b
j
k
v
A
を
標
準
財
に
選
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
符
械
を
愛
4
y
る
課
で
は
な

い
。
何
と
な
れ
ば
九
と
U
の
聞
に
は
常
に
(
お
む
(
毘
凶
〉
の
闘
係
が
存
在
し
、
且
う
と
白
関
係
は
ぶ
よ
り
あ
忙
標
準
財
を
置
換
し

た
と
し
て
も
、匂(
。

H

1

5
品
ニ
回
、
(
。

q
n
H
I
t
s
g
刷、協

と
な
る
に
過
ぎ
守
、
従
っ
て
合
同
)
が
常
に
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
刷
、
(
。
岡
、
芯
に
於
け
る
各
一
冗
は
、
限
界
代
替
寧
及
び

そ
の
饗
動
度
共
に
引
を
標
準
財
と
し
た
そ
れ
で
あ
る
。

ζ

白
一
事
は
何
等
の
困
雑
を
も
蒸
起
し
な
い
。
蓋
し
代
用
項
が
標
準
財
白
如
何

と
は
濁
立
に
し
て
、
且
ワ
巴
間
口
(
同
刷
、
丈
-
回
、
8
2
M

が
そ
の
符
械
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
吾
々
は
ヒ
ァ
ク
ス
に
封
ず
る
二
つ
の
批
判
が
共
に
巳
ッ
タ
ス
の
誤
解
に
出
や
る
事
を
詮
明
し
た
。
従
っ
て
附
帯
保

ヒ
Y

タ
ス
む
立
場
は
、
二
財
の
場
合
を
除
き
、
調
河
合
的
で
あ
る
と
一
育
う
事
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ら
た
と
え

上
述
白
設
明
が
承
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
批
判
者
は
進
み
て
ヒ
ヅ
ク
ス
白
附
帯
倹
件
そ
の
も
の
が
儀
り
に
技
巧
的
で
あ

D
、
且
っ
そ

二
五
九

件
を
忘
れ
ざ
る
限
り
、

曙
好
の
棚
田
北
と
慣
持
の
担
割

第
六
十
七
巻

事
四
・
五
披

九
七



噌
好
同
盟
化
と
慣
格
自
.
棚
田
到

第
六
十
七
巻

六

O 

第
四
・
五
腕

丸
i¥. 

の
経
済
的
意
味
が
極
め
て
薄
弱
な
る
事
を
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
こ
の
批
判
を
是
認
ず
る
な
ら
ば
、
五
口
々
は
ヒ
ッ
ク
ス
白

附
帯
保
件
を
棄
て
み
な
け
れ
ば
危
ら
な
い
。
そ
れ
を
棄
て
る
友
ら
ば
、
ヒ
Y

ク
ス
に
劃
す
る
諸
批
判
が
今
国
的
に
安
常
L
始
め
る
で
あ

ろ
う
。
モ
の
定
義
が
斯
く
の
如
き
致
命
的
弱
駒
を
持
円
J

以
上
、
最
早
本
女
D
定
義
を
採
川
す
る
事
は
出
来
・
泣
い
。
然
も
安
井
社
授
白

言
わ
れ
る
如
く
櫛
閥
財
白
定
義
凸
慣
値
が
そ
白
有
川
性
に
あ
る
一
と
す
る
事
は
出
来
な
い
。
然
も
安
井
教
授
の
一
育
わ
れ
る
如
〈
、
「
融
制
開

財
白
定
義
白
償
値
が
そ
白
有
用
性
年
あ
る
」
、
と
す
る
友
ら
ば
、
ス
ル
、
ツ
キ
1

方
程
式
が
現
代
の
経
憐
理
論
の
中
に
占
め
る
決
定
的

重
要
怯
に
鑑
み
、
吾
々
の
採
る
べ
き
は
勿
論
代
用
項
に
よ
る
定
義
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
じ
な
が
ら
栗
村
教
授
が
ヒ
ッ
ク
ス
を

批
判
し
て
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
若
し
吾
々
一
が
聯
閲
財
の
定
義
と
し
て
代
用
項
に
よ
る
そ
れ
以
外
陀
何
等
白
定
義
を
持
た
た
い
と
す
れ

ば
、
札
刊
が
下
落
せ
る
時
、

v
均
四
補
完
財
官
あ
る
V

山
一
白
需
要
は
、
一
代
間
放
呆
に
闘
す
る
限
り
増
加
す
る
友
ど
と
語
る
事
は
出
来
友
い
筈

で
あ
る
o

何
と
な
れ
ば
他
財
債
格
白
費
動
と
需
要
最
一
が
逆
行
す
る
財
を
補
完
財
と
定
義
し
た
以
上
、
そ
れ
は
同
詩
反
覆
に
す
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
で
は
と
の
様
な
雑
黙
を
莞
れ
う
つ
、
然
も
ヒ
ッ
ク
ス
の
附
帯
保
件
を
導
入
す
る
事
・
な
〈
し
て
、

の
代
用
項
と
直
接
淫
絡
す
る
如
き
聯
閥
財
の
定
義
な
存
在
し
待
な
い
も
白
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ル
ツ
キ
1
方
程
式

(百)(4) (") 

恒
例
自
島
m
u
z
g
E
O
百
円
凶

E日記
E
J
邑
h
d
U
M
V
E同

見

R
〈

侍

n・3
町
・
目
前
。
陣
界
代
替
車
逓
減
の
法
剛
と
油
大
山
充
分
保
件
目
辛
値
な
る
事
白
歌
皐
的
課
明
K
つ
い
て
拡
、
拙
稿
「
ヒ
ッ
ク
ス
の
企

業
副
皐
盟
捕
に
閲
す
る
一
註
解
」

A

「
近
代
経
済
盟
前
研
究
」
第
一
揖
所
股
)
E
l
一
一
一
頁
↓
一
一
t
頁
参
照
。

院
側
〈
・
白

wqw句
ω戸
l
u
H回

=
司
・
伯
仲
円

63-u-t

此
蕗
に
官
ふ
貨
幣
は
、
標
準
尉
と
僻
宇
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
事
は
サ
ミ
エ
ル
ツ
シ
白
言
う
如
〈
で
あ
る
。
一
世
ヒ
ヲ
タ
ス
位
、
貨
幣
と
い
ふ
首
葉

を
四
ヲ
円
意
味
に
於
い
て
使
用
し
て
ゐ
る
。
第
一
一
位
動
事
前
理
論
に
於
け
る
閏
有
の
貨
幣
で
あ
る
。
と
の
事
に
就
い
て
問
題
は
な
い
。
時
間
る
一
一
一
者

向需



自
第
一
一
世
既
得
と
い
ふ
意
味
で
あ

p
(冊
へ
ば
同
V

・
呂
田
)
慎
二
は
標
準
財
O
意
味
で
あ
り
、
(
倒
へ
ば
唱

-
t
H
v
g
v
第
三
は
賞
百
四
二
財
以

外
申
他
り
す
べ
て
の
対
(
色
。
神
宮
H

2

自

gakE}
目
代
名
詞
?
と
し
て
出
そ
れ
で
あ
る
ロ
(
例
へ
ば
司
・
昌
司
田
宮
司
・
宮
)
確
か
に
ヒ
サ
タ
ス

回
線
越
に
は
若
干
の
隠
昧
さ
が
あ
る
け
れ
ど
も
注
意
を
姉
へ
ば
そ
り
各
々
を
国
別
す
る
事
が
出
掠
る
。
最
後
山
場
合
、
ヒ
ッ
タ
ス
は
、
他
の
す
べ

て

ω
財
を
彼
自
所
謂
商
品
群
と
し
て
一
括
し
、
そ
の
商
品
群
を
貨
幣
と
呼
ん
で
ゐ
る
様
同
恩
仕
れ
る

o
H
ヒ
ッ
ク
ス
陪
、
乙

ω
商
品
群
目
数
最
を

そ
の
ま
h
A

教
用
函
数
万

E
生
産
函
駄
目
中
に
入
れ
得
る
か
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
樺
に
思
は
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
考
へ
は
正
し
く
な
い
。
然

L
本

稿
で
は
と
の
貼
に
立
入
島
市
い
事
と
す
る
。
与
吋
目

P
F
B宮
町
O
国
，

MEa-、同
γ
呂
田
ヲ
冨
『
・

栗
村
教
授
は
=
一
財
の
場
合
に
於
い
て
き
~
、
=
つ
り
定
識
が
一
致
し
な
い
事
会
主
張
せ

b
れ
る
様
に
恩
は
れ
る
。
品
開

L
そ
白
数
閥
単
的
諮
明
に
つ
い

て
は
疑
問
が
あ
る
。
前
註
に
趨
4

た
畑
〈
「
貸
幣
」
は
標
準
尉
L
G

解
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
也
ヅ
ク
ス
の
言
ふ

Y
財
の
貨
幣
に
封
ず
る
限
界
代

替
事
比
一
町
す
で
は
な
〈
可
一
的
と
表
現

L
世
吋
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
以
前
よ
り
そ
の
消
費
者
を
有
利
た

ιし
め
な
い
、
と
い
ふ
樺
件
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
島
な
い
。
従
っ
て
、
=
一
財
同
時
四
財
凶
聯
闘
世
は
、
本
稿
(
口
同
)
よ
り
容
易
医
師

b
れ
る
如

t
(弔自
1
凶
坦
同
財
)
の
秤
披
に
よ
っ
て

判
別
す
べ
き
で
あ
る
o
斯
〈
定
式
化
す
る
な

ιば
、
ヒ
W
J

ク
ス
の
定
義
心
一
一
一
ワ
の
特
徴
は
容
易
に
誼
関
さ
れ
る
。
三
つ
の
特
徴
と
は
仰
設
周
の
可

測
性
に
依
存
せ
ず
、
何
貨
幣
心
限
界
放
用
一
定
な
ら
ば
エ
ヂ
ロ
ソ
ー
ス
・
パ

ν
1
ト
1
白
定
義
に
一
致
し
、
向
且
つ
聯
閥
他
は
可
担
的
?
あ
る
、
と

い
ふ
事
で
あ
る
。
仰
は
ヒ
ッ
タ
ス
の
定
義
が
す
4

て
限
界
代
替
車
の
言
葉
で
語

ιれ
て
ゐ
る
以
上
、
営
輔
で
あ
る
。
向
は
拘
留

H
(吋
S
3
1
3制
球
嗣
)

宮
市
也
、
吋
民
H
T
J
-
3
1
3吉
凶

)

吉

岡

崎

W

凶白川
M
S
T
J
で
お
る
か
ら
、
貨
幣
聞
も
標
準
財
山
限
界
設
用
一
定
な
り
'
と
す
れ
ば

3
崎
町

U
S
ω
U
S
M
H
U
S
H
H
S
H

H
H
。
で
あ
る
事
を
考
慮
す
れ
ば
、
拘
留
l
勾
皆
同

"Hsts
と
な
り
、

s
v。
で
あ
る
か
晶
、
と
の
時
也
沙
タ
ス
心
定
義
は
エ
ヂ
ヲ
1
ス
・
バ
レ
ー

ト
ー
の
定
義
に
一
致
す
る
ロ
こ
の
聞
係
は
、
担
論
完
ル
ッ
キ

1
方
槌
式
の
代
刷
項
目
つ
い
て
も
諮
問
し
得
る
け
れ

E
も
、
こ
の
事
創
成
立
す
る
回

目
立
一
財
の
場
合
に
限

b
れ
て
ゐ
る
。
何
は
、
計
算
に
よ
り
C
明
ら
か
な
る
如
〈
、
民
向
、

u
s
a
な
る
限
り
拘
留

l
h理
3
u
h首
l
h白
河
闘
で
あ
る

か
島
賞
然
で
あ
る
。

f

邑・
.
R

〈

-
w
n・
3
H
V
S
lぉ
・
企
業
白
場
骨
に
つ
い
て
は
、

R
J
h
v
h
w

凸目ョ
M
M

宮
崎

S
Z♀
何
回
及
刊
日
前
掲
拙
稿

E
ニ
宍
頁
|
コ
一

O
頁
参
照
。

岡山
u

は
小
行
列
式
で
は
な

t
、
韓
国
政
で
あ
る
か
島
(
H
H
H
)

自
分
子
同
マ
イ
ナ
及
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
注
意
さ
れ
た
い
。

(6) (8) (7) 

晴
好
白
鶴
化
と
倒
格
白
担
割

第
六
十
七
巻

占，、

第
四
・
五
貌

丸

丸



晴
好
の
聾
他
と
債
絡
の
艶
動

第
六
十
七
巻

宍

第
四
・
豆
郡

O 
O 

ー-ー
新
し
い
聯
闘
財
の
定
義

そ
と
で
私
は
一
う
の
新
し
い
聯
闘
財
白
定
義
主
提
出
し
た
い
。
そ
れ
は
既
に
周
知
で
あ
る
エ
ヂ
ワ
】
モ
バ
レ
ー
ト
l
白
定
義
の

丁
度
逆
に
賞
る
も
の
で
あ
る
。

今
日
明
に
古
典
的
と
な
っ
た
エ
ヂ
ワ

1
ス
・
バ
レ
ー
ト
I

D
定
義
に
従
え
ば
、
お
の
手
持
量
の
増
大
が
(
他
財
を
一
定
と
し
て
)
、

Y
4

の
限
界
救
用
主
高
め
る
な
ら
ば
、
ぞ
白
消
費
者
に
と
っ
て
お
は
五
と
補
完
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
低
め
る
な
ら
ば
、
代
用
財
で
る
る

と
呼
ば
れ
る
。
己
白
定
義
白
時
白
弱
離
は
、
そ
れ
が
数
周
函
数
白
カ
1
ヂ
ィ
ナ
ル
な
性
質
に
依
存
し
、
且
つ
欲
求
謝
晶
識
が
三
財
に
し

て
椋
準
財
の
限
界
放
用
が
一
定
な
る
場
合
を
除
ぁ
、
需
給
と
白
一
連
絡
主
将
え
難
い
と
い
う
事
に
あ
る
。
此
等
の
困
雑
を
克
服
し
よ
う

と
し
て
、
可
洲
的
危
限
界
代
替
率
に
よ
る
定
義
が
ア
レ
ン
・
ヒ
ァ
ク
ス
等
に
よ
っ
℃
考
案
せ
ら
れ
た
θ
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
新
い
い

然
も
そ
の
侠
鮪
を
取
除
く
様
、
限
界
代
替
卒
D
言
葉
に
よ
っ

定
義
は
、
先
白
エ
ヂ
ワ

I
ス
・
バ
レ

1
i
I
D
意
闘
を
継
承
し
つ
ワ
、

て
興
え
ら
れ
る
白
で
あ
る
。

ヱ
ヂ
ワ

1
ス
・
バ
レ
ー
ト
は
'
或
財
白
手
持
且
旦
白
増
加
が
他
財
え
の
晴
好
を
増
大
せ
し
め
る
か
低
か
に
注
目
し
た
。
王
口
々
は
惑
に

或
財
え
白
時
好
の
増
大
が
他
D
或
財
の
手
持
量
白
増
加
を
欲
求
せ
し
め
る
か
否
か
に
著
目
す
る
。
情
て
司
或
財
v
h
の
標
準
財
Y
引
に
針

す
る
限
界
代
替
率

2
1山
J
E
H
E
~
!
?
ω
)
と
は
、
ぷ
の
限
界
白
一
盟
位
の
長
失
を
補
整
し
、
モ
む
消
費
者
を
し
て
同
一
無
差
別
曲

面
上
に
あ
ら
し
め
る
に
必
要
な
標
準
財
白
限
界
的
増
加
重
で
あ
る
。
従
ヲ
て
v
h
へ
の
晴
好
の
増
大
は
、
ん
以
外
D
純
て
白
他
財
相
互

間
白
限
界
代
梓
率
を
不
愛
と
す
る
な
ら
ば
、
広
の
他
財
に
劃
す
る
限
界
代
替
率
。
増
加
を
以
っ
て
一
示
す
事
が
出
来
る
。
例
え
ば
今
迄

L
O
限
界
一
車
位
白
喪
失
を
柿
盤
す
る
D

K
三
箇
む
標
準
財
主
要
し
た
り
が
、
四
簡
を
必
要
と
す
る
様
に
友
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ



は
γ
引
が
他
財
に
比
し
一
一
府
好
ま
れ
る
様
忙
な
っ
た
事
即
ち
v
h
え
白
晴
好
の
増
大
主
意
味
す
る
で
あ
ら
う
。

臥
付

仰
円
J

て
吾
々
は
、
エ
ジ
ワ
1
ス
・
パ
レ

1
ト
ー
と
反
射
に
、
財
白
代
用
補
完
を
失
の
知
〈
定
義
ず
る
白
で
あ
る
。
却
ち

A
D他
財

に
齢
す
呂
限
界
代
替
率
が
高
金
う
た
時
(
但
し
他
財
相
互
間
の
限
界
代
替
市
中
は
ポ
趨
)
、
足
。
需
要
量
が
減
少
ず
る
な
ら
ば
、
五
は
r
h
に
封

し
て
代
用
財
で
あ
り
、
還
に
若
し
お
の
需
婆
が
増
加
す
る
な
ら
ば
エ
と
お
は
補
完
的
で
あ
る
。

と
の
定
義
に
数
皐
的
表
現
在
興
え
る
た
め
に
は
、
先
D
均
術
保
件
(
凶
)
(
土
を
(
回
)
と
』
F
H』
2
c
n
H
p
t

W
S
)

に
書
改
め
、

切除

1
』

2
H
l
R
t

と
置
き
、
乙

D

E
を
以
つ
〈

L
D
他叫
M

に
射
す
る
限
界
代
替
率
白
増
加
を
一
市
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
す
る
事
が
便
利
で
あ
る
。
今
第

三
財
白
他
財
に
封
ず
る
限
界
代
替
卒
(
以
下
「
他
財
に
劃
す
る
と
」
い
う
言
葉
を
省
略
す
る
)
白
み
が
、
上
昇
し
た
と
す
れ
ば
と
白
嬰
ル
刊
に

際
世
る
各
財
需
要
量
の
融
型
化
は
(
同
)
と
同
軌
!
?
H
R
M軌
を

F
の
み
に
閥
し
て
偏
微
分
し
て
得
る
聯
立
方
程
式

r 

a
i
H

嗣

D
i
i

郡

+
M
E
M
M
11 

0 

，ー~ーーー『
国

白 1<0>

'"包

(
窃
)

+
凶
同
E

暗
H
1
b
e
w

u

q

g

同

よ
b
得
る
由
也
、
¥
也

p
に
よ
っ
て
知
る
事
が
出
来
る
。
此
麗
に
ι
可
苫
は
前
と
同
様
ク
ロ
ネ
ッ
カ
l
白
デ
ル
タ
ー
で
あ
る
。

定
式
必
ず
る
な
ら
ば
、
吾
々
。
定
義
が

と
の
様
に

噌

同

州

O

Ruaω 

2
3
 

噌
好
自
費
化

ι慣
持
白
型
動

第
六
十
七
巻

宍

第
四
・
王
挽

O 



噌
好
自
費
化
と
債
格
の
間
動

第
六
十
七
替

に
感
じ
夫
々
芯
は
v
h
に
射
し
補
完
財
・
濁
立
財
・
代
用
財
と
定
義
す
る
も
白
で
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
。
〔
H
S
よ
り
、

(
ロ
・
回
)
白
記
椀
を
用
い
て
、

六
回

第
四
・
王
貌

O 

FlF 
11 

国!夕、l悶

(
阿
部
)

を
得
る
。
(
区
)
に
注
意
す
れ
ば
、
左
過
が
ス
ル
ツ
キ

1
方
程
式
の
代
用
項
に
マ
イ
ナ
ス
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

従
う
て
再
々
白
定
義
に
於
い
て
補
完
・
鍋
立
・
代
川
な
る
時
、
代
川
項
は
負
零
正
と
な
る
。
こ
の
様
に
吾
々
白
定
義
は
掛
接
に
ス
ル

ッ
キ
1
方
程
式
の
代
別
項
と
闘
係
し
、
之
に
一

9

D
明
確
な
る
経
梼
的
意
味

E
興
え
る
も
の
と
言
ラ
事
が
出
来
る
。
こ
り
定
義
を
採

用
す
る
時
初
め
て
吾
々
は
、
札
口
の
騰
貴
は
v
h
D
代
用
財
の
需
要
を
増
加
せ
し
め
、
補
完
財
の
需
要
を
減
少
せ
し
め
る
、
等
と
語
る
事

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
何
と
た
れ
ば
代
用
項
は
本
来
、
所
得
の
補
整
的
愛
化
を
伴
う
相
劉
債
格
白
愛
化
が
各
財
の
需
要
量
に
及
ぼ
す

数
呆
を
一
万
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
元
々
欲
望
欣
汎
の
問
題
で
あ
る
財
白
聯
閥
怯
と
関
係
す
る
か
否
か
は
晴
朗
め
決
定
し
得
べ
き
事
で

は
な
い
に
も
拘
わ
ら
す
、
吾
々
の
定
義
に
よ
り
債
格
愛
一
動
と
は
澗
主
に
皐
に
欲
望
乃
至
晴
好
由
嬰
化
と
し
て
定
義
さ
れ
た
財
白
聯
剛

性
と
代
用
放
間
帯
と
が
関
係
す
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

J

/

 

さ
て
、
此
虚
で
喜
々
白
定
義
に
劃
し
て
生
じ
得
べ
き
一
円
J
b
疑
問
に
答
え
て
置
か
う
、
抑
ミ
財
む
代
目
開
係
補
完
閥
係
の
考
察
は

興
え
ら
れ
た
四
時
好
表
(
関
H
S
E
E
-
o
c
m
M
V同
1
2
E日
)
め
一
世
質
に
闘
す
る
も
む
で
あ
る
。
若
し
そ
D
ん
由
選
好
表
乃
至
奴
用
函
数
が
蝿
型
化

す
る
在
ら
ば
、
そ
の
様
た
代
用
関
係
補
完
関
係
自
身
が
愛
る
J
b
む
と
考
え
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
本
稿
で
は
限
界
代
持
率
の

賛
他
と
い
う
一
一
櫨
の
選
好
表
白
幾
化
で
財
白
聯
闘
世
を
定
義
し
て
い
る
。
故
に
本
稿
白
定
義
は
聯
閥
財
考
察
白
根
本
要
請
に
背
き
、

無
意
味
と
か
比
る
の
で
は
た
い
で
あ
ろ
う
か
。



事F

と
の
様
な
批
判
は
確
か
に
一
部
介
正
常
で
あ
る
。
若
し
選
好
表
乃
至
被
用
函
数
O
描
理
化
が
杢
閥
的
託
費
化

(
E
吉
E
】
岳
自
岡
田
)
で

あ
る
な
ら
ば
、
ヒ
ァ
ク
ス
も
一
育
う
如
〈
。
勿
論
需
要
函
放
の
一
明
白
茶
礎
が
耕
民
北
し
て
し
ま
う
謬
で
あ
り
、
従
う
亡
共
慮
か
ら
有
用

友
経
務
内
法
則
を
引
出
す
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
然

L
な
が
ら
吾
々
が
微
愛
動
す
る
と
脅
え
る
同
盟
北
は
、
或
一
財
白
限
界
代
替

率
白
み
の
慶
化
と
い
う
選
好
去
の
一
部
分
の
然
も
極
め
て
特
殊
-
恋
愛
化
に
す
音
在
い
。
勿
論
選
好
表
白
他
白
部
分
は
締
て
元
の
ま
ま

に
摺
う
て
い
る
e
吾
々
は
と
の
様
友
愛
化
に
封
し
て
消
費
者
が
如
何
に
反
感
す
る
か
に
注
目
す
る
白
で
あ
る
。
従
ワ
て
あ
か
る
需
要

白
一
暖
化
は
、
と
の
消
費
者
の
選
好
表
の
相
債
を
充
分
反
映
す
る
も
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
い
て
附
帯
同
さ
れ
る
法
則
は
経
晴
樹
周
宇
的
に
有

意
義
友
筈
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
は
か
か
る
説
明
を
加
え
る
詰
も
赴
く

3
3
白
右
逃
白
行
列
式
の
各
元
主
見
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

以
上
忙
よ
り
吾
々
の
定
義
は
ス
ル
ツ
キ

1
方
穣
式
の
代
用
項
に
明
確
な
る
経
梼
的
意
味
を
附
興
し
、
且
つ
奥
え
ら
れ
た
選
好
表
の

特
債
を
反
映
す
る
有
川
に
し
て
有
意
義
左
官
通
震
で
あ
る
事
が
詮
明
さ
れ
た
。
弐
に
己
の
新
し
い
定
義
を
基
礎
と
し
て
ラ
ン
ゲ
ム
」
ヒ
ッ

ク
ス
也
論
争
を
考
察
す
る
事
正
し
主
ぅ
。

(1) 

乙
由
時
に
は
、
ス
ル
ッ
キ
E
方
程
式
智
正
守
回
目
(
針
1
k巴
ERr-q十
も
円
、
色
町
に
於
い
ア
一
主
】
H
R
E
H
。
を
考
慮
す
れ
ば
、

3
1
0
と
な
り
、
旦

ヲ円、。同日
H
1
3
N
E
W
左
な
る
Q

従
7

て
ぬ
お
〉
②
{
蕗
出
回
押
)
な
ら
ば
、
。
両
立
母
国
〈
。

SM八
。
(
吉
国
軍
)
な
与
ば
、
守
止
晶
、
ω
V。
と
な
る

oa--

EFι

戸

待

。
J
ヲ

仏

国

P

一

~

直
接
限
界
設
用
の
塑
化
に
よ
っ
て
定
義
す
る
事
も
出
帝
都
る
。
と
り
時
に
は
巧
P

限
昇
致
用
の
増
加
が
お
の
需
要
を
増
加
す
る
時
ん
と
ん
は
補
完
財

で
あ
る
年
&
定
義
さ
れ
る
。
と
の
立
場
を
と
れ
ば
Z

ヂ
ワ

1

ス
・
パ
レ
ー
ト
1

白
完
議
と
白
相
反
怯
は
一
段
と
明
瞭
で
あ
る
。
勿
論
か
く
し
た
と

て
吾
々
的
克
義
炉
設
用
自
可
測
怯
に
依
存
す
る
課
で
は
な
い
。
(
棒
切
略
)
比
蕗
で
は
漣
揮
理
論
。
最
近
心
傾
向
K
棺
砂
本
丈
の
餌
〈
描
義
を
奥

へる。

(2) 
"" 

噌
好
白
慶
化
と
慣
椅
白
費
動

第
六
十
七
巻

=
六
主

第
四
・
五
競

O 
= 



¥ 

晴
好
旧
費
桔
と
慣
格
目
盛
動

第
六
十
七
巻

プセ
プミ

第
四
・
五
腕

O 
四

(3) 

こ
白
定
識
は
吾
々
白
日
常
鯉
験
と
も
よ
〈
一
致
す
る
で
あ

b
ぅ
。
例
~
ぽ
辛
営
面
申
消
費
者
が
紅
葉
を
一
段
と
好
む
や
う
に
な
ヲ
た
と
せ
よ
。
己

目
時
却
前
紅
茶
の
需
要
は
噌
加
す
る
。
(
同
ミ
同
〈
。
)
轄
し
そ
の
時
需
要
の
噌
加
す
る
砂
轄
の
釦
き
尉
と
、
需
要
の
減
少
す
る
緑
茶
P
如
き
尉

と
が
あ
る
露
で
あ
る
。
前
者
が
補
完
尉
後
者
が
代
用
尉
に
他
な

b
な
い
。

k

a・
叶

M
W
E
Hの

zwm〉
(νο

自
白
百
円

J
M
V・
2

(4) 

回

ラ
ン
グ
・
ヒ
ァ
グ
ス
論
宇
と
そ
の
吟
味

先
十
一
問
者
。
便
宜
の
た
め
に
、
論
争
由
要
旨
を
簡
単
に
紹
介
す
る
事
と
す
る
。

ラ
ン
ヂ
は
ヒ
ッ
ク
ス
む
代
別
補
完
白
定
義
白
み
を
以
っ
て
し
て
は
、
或
財
白
需
要
の
踊
型
化
が
均
衡
債
格
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
妓
果

加

を
充
分
に
分
祈
し
難
い
事
に
注
意
三
需
要
愛
必
白
相
互
聯
閥
白
分
類
と
し
て
、
向
調
的
中
立
的
相
反
的
主
い
う
新
し
い
直
別
を
導

入
し
た
。

一ヲ

y
p
に
従
っ
て
、
財
X
及
び
財
Y
D
需
要
函
数
を

H
H色

(
p
p
a〉
V
Hも
へ
』

O
A宅
島
)

2

1

人
同
喧
)

で
示
す
、
此
庭
に

a
は
X
D
需
要
増
加
を
示
ナ
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
然
る
時
ラ
ン
ゲ
は
「
Y

D
需
要
は
、

X
の
需
要
の
嬰
ル
刊
に

封
し

ぽ油
国

側

C

C
N
 

自
白

~ 

c 



に
感
じ
、
夫
々
同
調
的
、
中
立
的
、
相
反
的
で
あ
る
」
、
と
定
義
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
補
完
閣
係
等
白
揚
令
と
異
h
y
、

化
。
相
互
関
係
が
必
ら
や
し
も
封
稿
的
で
は
な
い
事
で
あ
る
。
例
え
ば
今

O
を
Y
白
需
要
増
加
を
一
ポ
す
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
、
先
の

こ
っ
白
需
要
函
数
が

と
の
愛

羽
目
4

9

(

喝
さ
官
昭
一
』
)
司

H
弘
、
(
』

Q
S』
む
宮

F

E

)

l

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

a
皐
花
で
示
さ
れ
る
X
D
需
要
の
愛
一
勤
は
常
に

Y
D
経
一
期
を
も
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、
若
し

ι一'
定
、
と
し

て
目
白
み
捷
佑
し
た
と
す
れ
ぽ
、

Y
の
需
要
は
醐
型
化
し
で
も
X
D
需
要
は
何
等
鐙
化
し
注
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
紅
茶
に
劃
す
る
需

要
白
増
加
は
レ
モ
ン
に
謝
す
る
需
要
の
増
加
を
伴
う
事
が
多
い
で
あ
ろ
う
け
檎
ど
も
、
そ
の
越
が
正
し
い
必
要
は
な
い
。

同
調
、
中
立
、
相
反
白
一
陣
別
は
、
補
完
、
代
用
、
調
立
の
直
別
と
は
全
く
術
立
で
あ
る
。
遁
常
紅
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
は
代
用
財
で
あ

る
。
今
紅
茶
に
封
す
る
需
要
白
増
加
が
、
-
ヨ

1
ヒ
ー
か
ら
紅
茶
へ
白
選
好
白
移
動
白
結
果
と
し
て
起
っ
た
と
す
れ
ば
、

コ
ー
ヒ
ー
の

需
要
は
紅
茶
D
需
要
の
礎
化
に
謝
し
て
相
反
的
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
紅
茶
白
需
要
の
増
加
が
扶
物
に
到
す
る
一
般
的
な
欲
求
の

増
大
{
例
え
ば
夏
季
に
於
吋
る
)
白
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
ヨ

1
ヒ
ー
の
需
要
は
紅
茶
の
需
要
白
増
加
に
射
し
て
同
調
的
?
あ
ろ
う
。

次
に
ラ
ン
ザ
は
こ
の
新
し
い
観
鮪
を
導
入
す
る
事
に
よ
っ
て
、
或
財
の
需
要
の
増
加
が
他
財
白
債
格
に
及
ぼ
す
妓
呆
に
闘
す
る
ヒ

ツ
タ
ス
白
介
析
を
批
判
し
、
次
の
如
〈
言
う
。
「
〔
X
Y
及
び
貨
帽
の
三
財
の
み
が
害
程
す
る
市
場
に
於
い
て
、
貨
幣
と
の
交
換
に
土
C
)
X
の

需
要
の
増
加
が
、
と
れ
と
補
完
関
係
に
あ
る
財
Y
の
憤
格
配
下
落
せ
し
め
る
、
と
い
う
命
題
晶
、

Y
白
需
要
が
X
D
需
要
白
移
動
に

封
し
相
反
的
な
ら
ば
一
一
暦
弧
く
受
賞
す
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
若
し
Y
D
需
要
が
同
調
的
危
ら
ぽ
、
逆
方
向
に
働
く
ご
う
白
力

が
生
じ
る
事
と
な
る
。
即
ち
補
完
関
係
は
Y
D
債
格
を
引
下
げ
よ
う
ム
」
す
る
で
あ
ろ
う
が
X
白
需
要
が
、
す
の
需
要
白
慶
化
に
針
し

同
調
的
で
あ
る
と
い
う
事
賞
が
、

Y
の
需
要
を
増
加
せ
し
め
、
そ
の
力
は
Y
D
債
格
を
引
上
げ
上
う
と
す
る
方
向
に
働
く
で
あ
ろ
う
。

噌
野
田
町
田
也
と
慣
格
自
由
担
割

第
六
十
七
巻

一
六
七

事
囚
・
豆
貌

0 
玉

ノ



噌
都
の
聾
抱
と
慣
格
的
艶
動

第
六
十
七
巻

六
F、
第
四
・
五
椀

一o
r

何
れ
の
力
が
優
勢
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
Y
の
債
格
。
騰
落
が
決
定
さ
れ
る
需
で
あ
る
。
「
勿
論
と
白
様
な
銭
越
が
純
特
に
経
験
的
乃

至
計
量
経
済
皐
附

(BEE-)
な
も
の
で
あ
一
る
事
は
言
う
迄
刊
な
い
。
」

市
し
て
ラ

y
p
は
吏
に
、
資
際
上
強
度
の
補
完
財
は
叉
同
時
に
強
度
に
同
調
的
で
あ
る
事
が
多
い
と
判
断
し
、

Y
に
劃
す
る
需
要

の
増
大
は
、
恐
ら
〈
Y
白
債
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
と
結
論
す
る
。
ラ
Y
グ
は
、
と
り
結
論
に
従
っ
て
、
ヒ
ッ
グ
ス
白
言
う

「
貨
幣
と
交
換
に
商
品
白
需
要
が
増
加
せ
る
時
、
商
品
と
代
用
的
で
あ
る
詮
袋
の
債
格
も
亦
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
(
即
ち
利
子
弔
下
落
ど

と
い
う
命
題
を
批
判
し
て
、
寧
ろ
そ
の
逆
が
正
し
い
と
述
べ
て
い
る
φ

更
に
ラ

v
p
は
彼
自
観
賄
を
貫
〈
事
に
よ
っ

τ、
財
需
要
及

び
流
動
性
選
好
白
描
型
化
が
債
格
及
び
利
子
率
に
及
ぼ
す
殻
果
白
考
察
に
於
け
る
「
古
典
派
」
と
「
ケ
イ
ン
ズ
荻
」
白
封
立
を
分
析
し

τ
い
る
。
此
等
は
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
け
れ
と
も
、
聯
闘
財
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
の
み
を
同
的
と
す
る
本
稿
は
、
之
以

上
ラ
ン
ヂ
の
主
張
に
立
入
る
事
を
止
め
、
，
一
フ
ン
ヂ
陀
劃
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
白
膝
酬
に
限
を
耐
押
す
る
事
と
し
よ
う
Q

ヒ
ッ
ク
ユ
陀
「
債
格
と
資
本
」
に
於
け
る
彼
自
身
白
説
明
が
若
干
不
充
分
で
あ
っ
:
た
事
配
承
認
し
つ
つ
も
‘
ラ
V
M
ヅ
白
一
批
判
を

更
に
反
批
判
し
て
弐
の
如
く
一
言
う
。
「
ラ
ン

F
博
士
白
向
調
的
中
立
的
相
反
緋
な
る
商
品
と
は
、
選
好
表
が
愛
化
し
た
場
合
、
共
等

白
需
要
が
同
一
方
向
又
は
反
射
方
向
に
動
く
諸
傾
向
を
経
験
的
に
分
類
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
豚
肉
と
を
ら
豆
と
が
同
調

的
で
あ
右
と
い
う
事
は
、
五
日
々
白
経
験
に
於
い
て
豚
肉
と
そ
ら
一
旦
に
封
ず
る
需
要
を
共
に
増
加
或
い
は
減
少
せ
し
め
る
様
な
選
好
表

白
竣
化
が
、
何
れ
か
一
方
乃
至
双
方
向
忙
援
動
せ
し
め
る
様
な
選
好
表
。
愛
化
よ
り
も
一
層
普
通
で
あ
る
と
い
う
事
在
意
味
す
る
他

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
極
め
て
部
分
的
に
の
み
財
白
聯
関
性
白
問
題
で
あ
る
に
留
ま
り
、
主
と
し
て
選
好
白
餐
化
由
閥
係
と
し

て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
白
様
に
考
え
る
と
ッ
ク
ス
は
、
商
品
需
要
の
増
大
が
利
子
率
を
下
落
せ
し
め
る
と
い
う
改
の
命

題
に
劃
す
る
ラ
ン
ゲ
の
批
判
に
劃
し
で
も
、

あ
〈
迄
自
設
を
抗
議
し
て
一
吉
ぅ
。

「
商
品
白
需
要
と
詮
器
の
需
要
が
相
反
的
な
る
が



故
に
、
個
格
騰
貴
't
利
子
卒
白
下
落
と
が
相
伴
う
傾
向
あ
り
、
と
い
う
事
は
共
虚
に
含
ま
れ
て
い
る
因
果
的
過
程
に
つ
い
て
何
等
有

用
な
事
を
吾
々
に
物
語
ら
な
い
。
今
「
伺
値
と
資
本
」
に
於
い
て
想
定
せ
る
如
く
、
貨
幣
と
交
換
に
財
へ
の
需
要
が
増
加
し
た
と
せ

よ
。
と
の
事
は
一
部
め
消
費
者
の
選
好
表
が
愛
化
し
た
事
主
意
味
す
る
。
若
し
吾
々
が
何
等
か
の
経
積
的
法
則
を
時
半
川
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
残
り
白
金
て
の
消
費
者
の
選
好
表
は
不
援
で
あ
る
と
伎
定
し
な
け
九
ぽ
た
ら
た
い
。
然
る
K
財
需
要
が
増
加
し
た
時
.
利
子

率
在
高
め
る
で
あ
ろ
う
借
入
白
増
大
は
最
初
む
撹
飢
を
起
し
た
人
か
ら
で
は
な
く
、
別
白
人
々
か
ら
生
じ
て
来
る
要
求
な
の
で
あ
る
。

相
官
此
閥
係
は
と
白
事
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

以
土
が
ラ
Y

ゲ
と
ヒ
ッ
ク
ス
の
論
争
白
概
略
で
あ
る
。
で
は
E
H
々
白
広
場
よ
り
己
の
一
論
争

E
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

明
ら
か
に
ζ

白
論
争
は
二
つ
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
位
ラ
ン
ザ
白
提
刊
せ
る
同
調
的
中
立
的
相
反
的
と
い
う
医
別
世
如
何
に

考
手
る
べ
吉
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
三
位
時
好
。
愛
化
が
債
格
に
及
ぼ
す
被
果
む
問
題
で
あ
る
。
第
三
の
問
題
に
劃
す
る
吾
々

自
身
の
考
察
は
次
節
に
譲
り
、
本
的
で
は
先
十
最
初
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
。

相
反
的
と
い
う
直
別
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
批
判
を
ま
つ
迄
も
な
く
ラ
シ
が
自
身
が
述
べ
て
い
る

ラ
シ
ヂ
の
所
謂
向
調
的
、
中
立
的
、

様
に
w

経
験
的
分
類
に
す
吉
な
い
。
だ
が
そ
白
限
り
に
於
い
て
有
川
左
分
類
で
あ
る
事
は
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が

ら
そ
白
直
別
に
よ
る
ラ
ン
ゲ
白
分
析
は
、
代
用
補
完
白
闘
係
が
需
給
及
び
債
格
に
及
ぼ
す
放
田
市
に
つ
い
て
白
考
察
主
は
別
例
の
事
柄

を
研
究
し
て
い
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
a

従
っ
て
ラ
ン

F
D
分
析
で
は
、
財
白
聯
闘
世
が
債
格
K
及
ぽ
す
数
回
最
の
因
果

的
過
程
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
夕
、
且
つ
最
初
に
噌
好
の
愛
化
じ
た
人
々
の
需
給
白
襲
化
よ
り
生
じ
る
事
柄
と
そ
白
撹
乱
に
劃
す
る
他

の
人
々
む
反
憾
の
放
果
と
が
直
別
3
れ
な
い
、

と
い
う
ヒ
ッ
ク
ス
の
批
判
は
一
応
是
認
し
た
け
れ
修
左
ら
在
い
。
然
、
し
ラ
シ
グ
D
新

し
い
観
鮪
は
モ
れ
程
無
償
値
な
も
白
で
あ
ろ
う
か
。
五
日
々
は
更
に
立
入
。
て
考
え
て
み
よ
ヲ
。
e

ニ
肯
九

噌
好
山
り
慶
也
と
個
格
。
贋
動

第
六
十
七
巻

時
四
・
五
掛

一O七

• 

直&



こ
七

O

一O
K

一
時
需
要
函
数
は
各
消
費
者
白
初
日
期
資
産
吠
混
と
選
好
表
を
所
奥
と
し
、
そ
れ
だ
け
の
奥
件
白
下
に
於
け
る
各
消
費
者
D
選
揮
活

噌
好
自
費
北
と
間
格
泊
費
動

第
六
十
七
巻

車
問
・
豆
鋭

動
よ
り
導
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
需
要
函
数
に
繭
型
化
を
生
じ
る
原
悶
に
段
攻
白
三
者
が
考
え
ら
れ
る
。

ω経
梼

シ
ス
テ
ム
内
部
の
経
梼
主
慨
に
増
減
を
生
じ
る
事
。
川
凶
初
賦
資
産
欣
侃
が
鑓
化
ず
る
事
。
川
同
一
還
好
義
忙
援
ル
刊
を
生
じ
る
事
。
差
賞
h
ジ

一
フ
ン
ヂ
と
ヒ
γ
ク
ス
が
考
察
白
針
象
と
し
た
の
は
問
白
み
で
あ
っ
た
。
仰
っ
て
王
国
々
も

ωω
を
除
外
ぃ
、

ωに
就
い
て
芳
察
を
進
め

ト
向
弓
ノ
。

玩
に
第
二
節
で
も
述
べ
た
様
に
、
或
消
費
者
白
需
要
函
数
社
決
定
す
る
主
惜
的
均
衡
傑
件
は
、
牧
支
均
等
白
保
件
と
各
財
白
標
準

財
に
封
す
る
限
界
代
替
率
が
そ
白
財
の
債
格
に
等
し
い
事
の
で
あ
る
。
従
っ
て
需
要
量
生
饗
佑
せ
し
め
る
如
斉
一
選
好
表
白
愛
化
と
し
て

め

最
も
根
本
的
な
も
白
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
も
決
ら
し

τい
る
如
く
、
各
財
白
限
界
交
替
率
。
建
化
で
あ
る
。
選
揮
理
論
を
需
要
分
析
の
基

礎
と
す
る
限
担
、
噌
好
D
餐
九
刊
に
基
〈
需
要
白
餐
勤
は
一
暦
根
本
的
に
は
各
財
の
限
界
代
替
率
礎
化
占
り
導
刑
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
勿
論
有
用
な
維
機
皐
的
法
則
を
導
出
す
る
た
め
に
は
、
或
一
財
の
限
界
代
替
卒
の
み
白
鑓
化
を
先
や
分
析
す
る
事
が
便
利
で

あ
り
、
又
そ
れ
で
充
分
で
も
あ
る
。
何
と
在
れ
ば
若
干
佃
の
財
の
限
界
代
替
率
白
同
時
間
鍵
勤
の
殻
果
は
、
夫
々
の
財
白
限
界
代
替

率
白
個
別
的
時
出
動
白
抜
呆
D
A
n
成
と
し
て
把
歯
し
得
る
山
ら
で
あ
る
。

苫
で
冶
問
題
が
限
界
代
替
率
の
融
型
化
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、

そ
れ
が
吾
々
の
聯
闘
財
白
定
義
と
直
接
関
係
す
る
事

は
言
う
迄
も
な
い
。
吾
々
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
或
財
の
限
界
代
替
寧
白
増
荘
そ
の
財
白
需
要
を
必
ら
宇
増
加
せ
し
め
る
。
而
し

τ

と
の
時
需
要
白
増
加
す
る
他
財
が
補
完
財
、
減
少
す
る
財
が
代
用
財
で
あ
る
。
総
ワ
て
ラ
シ
ゲ
の
一
言
葉
主
用
い
て
一
戸
問
え
ば
、
補
b
z
財

白
需
要
は
限
界
代
替
率
白
縫
化
せ
る
財
白
需
要
に
劃
し
て
同
調
的
で
あ
り
、
代
用
財
の
需
要
は
相
反
的
で
あ
る
。
と
白
様
に
吾
々
の

定
義
に
従
う
友
ら
ば
、

ラ
ン
ヂ
の
同
調
・
中
立
・
相
反
白
閥
係
は
補
完
・
濁
立
・
代
用
白
他
白
一
一
聞
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。



晴
好
l
D
愛
化
に
基
〈
需
要
。
措
型
化
主
根
本
に
遡
ワ
℃
限
界
代
替
傘
の
鑓
化
を
把
握
し
、
然
も
五
ロ
々
心
定
義
が
一
一
由
と
し
て
持
つ
右

の
様
な
性
質
を
理
解
す
る
な
ら
ば
吾
々
は
ラ
ン
ゲ
白
分
析
に
於
け
る
若
干
の
粗
難
さ
を
取
除
く
事
が
出
来
る
。
確
か
に
ラ

y
F
が
強

度
山
補
完
財
は
強
度
に
同
調
的
で
あ
る
事
が
多
い
と
判
断
し
た
直
観
は
正
賞
で
あ
っ
た
q

然
し
な
が
ら
吾
々
白
立
場
よ
り
見
る
な
ら

は
そ
心
事
が
起
る
原
因
に
は
二
つ
の
も
白
が
あ
る
第
一
は
或
財
と
補
完
的
で
あ
る
事
自
身
が
内
包
し
て
い
る
需
要
白
同
調
性
で
あ

り
第
二
は
或
財
む
限
界
代
替
率
が
増
加
す
る
時
に
は
、
こ
の
財
と
締
完
関
係
に
あ
る
他
白
財
白
限
界
代
格
率
も
増
加
す

Z
事
が
多

い
と
い
う
事
買
に
基
く
需
要
白
向
調
性
で
あ
る
。
ラ
Y

ゲ
に
あ
っ
て
は
と
の
二
円
J
D
事
が
匪
別
苫
れ
て
い
在
い
。
ラ
Y
日
夕
白
叙
越
を

吾
々
む
官
葉
で
言
え
ば
.
例
え
ば
原
因
A
は
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
・
コ
ン
プ
レ
グ
ク
ス

{F}
を
同
盟
動
せ
し
め
原
因
B
は
古
川
}
を
同
型
化

せ
し
め
る
も
む
と
す
る
時
、
原
闘
が
具
る
以
上
す
む
と
{

p

}

の
各
元
の
内
容
も
又
同
型
化
白
方
向
も
必
ら

F
し
も
一
致
し
な
い
、

只
そ
白
時
間
一
方
向
に
鑓
化
す
る
も
の
は
多
く
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
よ
る
補
完
財
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
に
す
ぎ
た
い
。
斯
む
如
く
錯

雑
せ
;
駐
仏
鋭
敏
果
量
一
一
帯
K
晋
2
事
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
批
判
す
る
如
〈
決
し
て
事
態
白
因
果
的
描
程
を
明
ら
か
忙
す
る
所
以
で
は
な

い
の
吾
々
は
先
す

Rr
の
中
の
個
々
の
も
白
の
同
盟
勤
殺
果
を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
因
果
的
過
程
を
考
察
し
友
け
れ
ば
左
ら
友
い
。

尚
ラ
シ
ゲ
は
同
朝
四
ヤ
・
中
立
・
相
反
白
闘
係
は
劃
稿
的
で
な
い
と
主
張
す
る
け
れ
左
も
、
そ
の
現
象
を
起
す
第
一
白
原
因
の
み
に
O
い

院
の
融
型
化
が
向
に
及
ぼ
す
殻
呆
と
向
の
輔
型
化
が
叫
に
興
え
る
殻
果
、
と
は
相
等
し
く
従
円
J

て
劉
栴
的
で
あ
る
事
は
注
意
し

て
言
え
は
、

な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
。
と
の
様
に
吾
々
は
ヒ
ツ
ク
ス
白
反
批
判
の
趣
旨
を
一
際
承
認
守
る
け
れ
ど
も
、
と
む
事
は
決
し
て
ヒ
ツ
ク
ス

自
身
白
分
析
を
そ
の
ま
ま
是
認
す
る
事
主
意
味
し
な
い
。
晴
好
の
獲
北
が
債
格
忙
及
ぼ
す
妓
果
D
分
析
に
つ
い
て
言
え
ば
、
五
口
々
白

結
論
は
ヒ
ッ
ク
ス
よ
り
も
寧
ろ
ラ
ン
グ
に
近
い
の
で
あ
る
。
と
れ
は
明
ら
か
に
論
争
の
第
二
の
問
題
に
闘
す
る
。
最
後
に
此
黙
を
考

察
す
る
事
と
し
よ
う
。

晴
好
mv

艶
化
と
慣
格
の
艶
動

第
六
十
七
巻

七

揮
四
・

E
腕

O 
ブb



噌
好
の
麗
胞
と
慣
格
田
植
盟
動

第
六
十
七
巻

七

車
四
・
主
観

以
下
は
六
憧
-
?
，
y
F
の
前
文
白
忠
質
hな
叫
る
拍
課
で
あ
る
白

n且時.。

旦
食
〈
伽
伶W

《の戸υU-~1
司

=J
噌

J
、]下いい
'J『吋詰ω
1口叫可下立L仇
陥

司

ωH弓叫

い
「
開
肖

S
井一

M
E
F
H
Y
白
j
邑
.
及
世
本
稿
第
五
簡
を
参
同
せ
ら
れ
た
い
。

向
。
叫

R
ぐ
除
わ
=
句
・
回

5
1当
句
。
本
稿
第
五
節
品
世
間
。

山

明

己

-
H
・
戸
国
F
n
w
m
w
E
K
H
F
E
E
-自
て
.
同

v
g・

向
山
仰
の
殻
呆
均
骨
折
は
既
に
国
博
士
忙
よ
っ
て
侍
さ
れ
た
。

闘
正
誼
、
「
市
場
均
街
の
安
定
時
件
」
締
済
論
叢
昭
和
十
九
年
二
且
四
六
貰
四
七
頁
f

n

『
・
『
目
戸
刷
出
口

r・a
n

〉

門
O
E
E
E
て
J

同

V

・
2

註
(2) (1) (6) 

五

噌
好
の
費
化
い
か
債
格
に
及
ぼ
す
効
果

O 

以
上
白
考
察
を
基
礎
と
し
て
晴
好
白
変
化
が
均
衡
債
格
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
殻
呆
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
先
中
金
換
の
一
般
均

衡
白
均
編
保
件
と
安
定
保
件
に
闘
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
今
記
鵠
を
左
白
如
く
定
め
る
在
ら
ば
、
勿
論

同
肱
川
凶

h
w
u
m
川

凶

叫

で

b
る
。
(
但
し
は
経
済
シ
ユ
テ
ム
内
の
構
成
員
申
抽
凶
悪
。

式

ω在
各
主
に
慨
っ
き
柏
和
せ
ば
、

Xi '"第噌ι消費者G'J'財需要 l

E扇逼瓦雨量|
X， 財の枇曾的楓需要
X.，; I ~財の枇曾的期初量

柄、〉

成!lt1'
立匂

~ 

号付
今

回
『

h 

~I 

l
h
e
)
川

N
r
l
H
-

と
置
く
な
ら
ぽ
、
均
衡
に
於
い
て
は

え
牧
支
均
等
方
程

~ 
} 

〔

h
H
H
b・

で
あ
る
。
然
る
に
右
白
均
等
式
が
成
立
す
る
故
、
同
悼
の
中
一
筒
は
樹
立
で
は
な
い
。
品
川
っ
て
却
を
消
去
す

b
L
P』
川

刊

号

h
k
h
M
u
h旬、



れ
は
U

均
衡
を
決
定
す
る
保
件
と
し
て
木
知
数
へ
旧
日

同
町
軌
(
』
M
M
M

匂
ピ

w

』

F
)
H
q

(
h
u
p
 、
惜
し
白
敢
に
等
し
い
?
l
H
V
箇
白
方
程
式

(
凶
回
一
)

~ 
也

、-'

を
得
る
。
と
れ
が
市
場
白
均
衡
保
件
で
あ
る
。

式
に
市
場
均
衡
り
安
定
保
件
を
求
め
よ
う
、
と
白
問
題
は
最
近
五
円
園
に
於
い
て
も
ザ
ミ
エ
ル
ソ
ン
・
ラ
Y

ヂ
・
ヌ
ツ
ラ
1
等
D
所

論
を
帰
っ
て
多
く
白
紹
介
と
吟
味
が
行
わ
れ
た
。
縫
っ
て
此
虚
で
は
そ
白
詳
細
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
主
口
々
は
本
稿
に

必
妥
な
最
少
限
の
要
約

E
興
え
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

先
b
y
弐
白
如
く
一
怨
定
し
よ
う
。
即
ち
第
三
財
債
格
の
均
衡
過
程
に
於
け
呂
同
型
化
速
皮
は
第
三
財
白
超
過
需
要
量
。
み
に
依
存
す
る
白

と
白
想
定
に
よ
り

M
W山

q
『
a

門
司
む

ペ
回
目
一
)

を
得
る
。
但
L
H
U
H
-

を
均
衡
世
相
の
近
傍
に
限
定
す
る
事
に
す
れ
ば
、

な
ら
ば
、
』
2
r
c
な
る
も
?
と
し
、
且
つ
ラ
ン
ゲ
に
従
う
て
旬
、
輸
〉

C

【
阻
】
を
均
衡
鮪
よ
り
テ
イ
ラ
ー
展
開
し
て
高
夫
白
項
を
無
視
し と
仮
定
す
る
。

今
考
察

同

-P刊
同
体
。
)
H
J
F
M
U
P
S
-
3
0
)

，-、

'eil 

沿
司
I

U

U

問杭

、
と
す
る
事
古
来
る
o

但
L
3
0
5
純
白
均
衡
値
目
、

J
ヰ

F

M

凱

で

あ

る

。

は
t
財
市
場
の
不
均
衡
に
臨
じ
る
財
恨
格
迫
感
路
を
一
万
す
函
教
で
あ
る
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。
任
意
の
初
期
値
よ
り
白
遡
熔
路
が

E

D
徴
分
方
程
式
の
解
p

言
。
)

必
ら
中
均
衡
償
格
シ
ス
テ
ム
{
?
。
}

に
混
じ

τい
る
時
そ
の
市
場
は
安
定
で
あ
る
と
一
一
買
い
、

そ
れ
よ
り
離
れ
去
る
時
不
安
定
、
そ

明
好
の
欝
ル
仰
と
鯛
格
自
費
動

第
六
十
七
巻

四
= 

部
四
・
五
騨

一ー



噌
好
O
園
田
化
と
惰
格
。
費
動

第
六
十
七
巻

一
七
回

解
回
・
五
按

初

の
何
れ
で
も
な
い
時
中
立
的
で
あ
る
と
定
義
し
占
う
。
然
る
時
安
定
保
件
は

-M目
』
E
C
)
H
』2
0

軸

4
8

( 

b。
酔
) 

/
な
る
事
で
あ
る
。
然
る
に
(
凶
叫
)
よ
り

』

2
〔

h
)
H
M
Z
。
+
凶
両
者
(
明
)
偽
名

h
輸

~ 

で
あ
る
。
此
慮

k
hは
(
一
回
叫
)
の
特
有
方
程
式

の
己
邑
P
2
3
8
3
で
あ
り
、

同
〈
』
)
山
一
ト
目
、
同
ζ
l
p
M
L
一
リ
。

唱
と
円
。
は
梶
山
，
白
重
複
皮
上
り
一
だ
け
小
な
る
次
数
白

t
に
闘
す
る
多
項
式
で
あ
る
。
従
っ
て

~ 

安
定
保
件
は
ん
θ
締
て
に
つ
い
て
、
各
々
白
責
数
部
ゆ
が
負
な
る
事
で
あ
一
旦
。

さ

τ、
主
健
的
安
定
僚
件
と
園
博
士
の
分
析
に
従
っ
て
、
関
博
士
白
静
昼
間
安
定
候
件
が
浦
口
比
さ
れ
る
も
の
と
前
提
し
よ
う
。
郎

マ
ト

yク
ス

[
L
P
L

は
負
定
形
で
あ
る
。
衣
に
先
白
(
臼
凶
)
に
於
い
て
ケ
、
同
と

H

ち
(
同
町
と
+
旬
、
む
¥
凶
川
h

引
と
と
す
る
時
、

同へ』円
ζ

と
俄
定
し
よ
う
。
と
れ
は
』
『
N

炉
、

H
也句人白
P

H
由
旬
、
¥
晶
司
院
リ
』
汁
γ
、
同
と
な
る
事
剖
ち
札
目
白
引
に
興
え
る
斜
波
及
率

が
可
避
的
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
Q

園
博
士
の
安
定
保
件
に
よ
り
〔
h
p
b

が
負
定
形
な
ら
ば
、

T

l

n
ッ
ク
ス
〔
同
ご
〕
も
負
定
形
で

あ
ち
〔
同
も
が
負
定
形
に
し
て
、
且
ワ
仮
定
に

i
h、
v
c
hぺ
F
H
h
u、
同
ー
で
あ
る
な
ら
ば
、

F
員
、
〕
も
負
定

形
で
あ
る
。
〔
戸
、

F〕
が
負
定
形
な
ら
ば
、

Q
G
)

白
特
有
根
ん
は
締
て

E
E
E冒
と
も
な
り
、
且
っ
そ
り
貴
数
部
分
は
負
と

7
 

き
向
。
従
っ
て
動
向
学
的
安
定
保
件
が
糊
厄
さ
れ
も
即
ち
吾
々
は
と
の
俵
件
が
糊
さ
れ
る
と
前
提
し
て
い
る
課
で
あ
る
。



と
れ
丈
白
知
識
の
下
に
噌
好
D
時
型
化
が
均
衡
債
格
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
殻
果
を
分
析
し
占
う
。
E
D
た
め
忙
先
白
九
の
中

に
、
各
消
費
者
白
限
界
代
替
率
白
鑓
ル
仰
を
示
す
ベ
ヲ
メ
ー
タ
ー

F
Z
E明
不
し
て
を
く
事
が
便
利
で
あ
る
。
即
ち

も
g
n
r
y
J
W
R
F
T
3
H
-

苫
て
、

同
日
(
』

E
W

3 

と
な
る
。
前
節
に
於
い
亡
述
べ
た
如
く
、
吾
々
は
晴
好
の
鐙
化
と
し
て
或
人
の
或
財
に
劃
す
る
限
界
代
替
率
白
髭
化
の
妓
呆
を
分
析

す
る
。
今

9
5
が
上
昇
し
た
と
し
ょ
ラ
。
と
の
時
第
一
番
目
の
消
費
者
の
各
財
需
要
量
は
(
忌
)
に
底
じ
亡
鐙
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
各
財
市
場
白
均
衡
は
破
れ
、
倒
格
目
新
し
い
泊
肱
が
始
ま
る
で
あ
石
う
。
債
格
が
同
盟
動
す
れ
ば
、
他
の
総
て
白
消
費
者
む
需

要
も
亦
鑓
化
し
そ
れ
が
只
に
債
格
を
援
動
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
D

斯
く
し
て
結
局
落
着
〈
で
あ
ろ
う
新
し
い
均
衡
債
格
シ
ス
テ
ム
は

如
何
な
る
値
主
取
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
れ
は
食
品
に
(
目
。
)
を
考
慮
し
、

9
2
を
均
衡
値
よ
り
微
抽
出
動
せ
め
て
得
る
次
む
聯
立
微

分
方
程
式
の
解
ち
(
と
の
極
限
値
と
し
て
求
め
名
事
が
出
来
る
。

品
(
、

5
l均
株
。
)

-創

HLF、
M

川
町
ζ
(
3
l
い
き

0)+
同
ぺ
河
川
刊
号
ω
S

e

白
b
司

ω

Q
3
 

此
慮
に

L
a
s
は

p
s
白
微
愛
動
重
で
あ
り
(
叫
「
主
体
を
一
間
す
1
T略
す
て
{
』
J

3

0

」
は
阜
の
礎
化
に
基
い
て
生
じ
た
の
の

均
衡
債
格
よ
り
の
滞
化
重
で
あ
る
Q

(
日
)
白
一
般
解
は

i

g

h

I

9

1

 

F
S
H
3
0
+
引
き
去

+
J可
制
(
l
M
N
E
「

(
回
申
)

で
典
え
ら
れ
る
。
但
し
J
は

-
F
M滞
在
要
素
と
す
る
行
列
式
一
塁
。

T
P

5
 

主
)
冊
目
、
は
J
に
於
け
る
ー
同
t
の

噌
好
の
慶
北
と
慣
格
の
艶
勤

第
六
十
七
巻

一
七
五

餌
四
・
五
競

-
z 

¥ 



石B

噌
静
の
麗
化
と
慣
格
。
棚
田
副

第
六
十
七
巻

七
六

第
四
・
五
披

四

飴
因
数
で
あ
る
。
今

l
F
¥白
i

l
時
n
L
P
L略
記
す
る
注
品
、
安
定
保
件
が
満
足
さ
れ
る
か
ら
、

一
日
官
。

7
3〔日
)
H
3
0
十
山
川

d
p
F，i

と
な
る
。
明
ら
か
に
新
均
衡
債
格
が
騰
貴
す
る
か
否
か
は
右
港
第
二
項
以
下
白
符
腕
陀
依
存
す
る
課
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
に
就
い

て
一
般
的
に
安
営
ず
る
何
事
を
も
知
る
事
が
出
来
な
い
以
上
、
的
。
騰
貴
に
闘
し
確
定
せ
る
解
答
左
奥
え
る
事
は
出
来
な
い
。
然
L

-
な
が
ら
若
干
の
特
別
な
場
合
に
は
、
平
白
騰
落
忙
つ
い
て
或
程
度
有
意
義
な
法
則
を
導
出
す
る
事
が
出
来
る
。
此
虚
で
は
一
般
均
衡

理
論
と
部
分
理
衡
均
論
の
閲
係
及
び
ラ
ン
ヂ
・
ビ
ッ
グ
ス
論
争
ム
」
白
開
櫛
に
於
い
て
興
味
あ
る
二
つ

O
場
合
を
分
析
し
て
置
く
事
と

~ 

す
る
。先

A
Y
晴
好
の
麓
必
せ
る
消
費
者
が
、
ピ
グ
ー
の
一
言
う
意
味
に
於
け
る
代
表
的
消
費
者
で
あ
り
、
彼
白
晴
好
が
何
等
か
の
意
味
に
於

い
て
一
耽
曾
白
平
均
を
表
示
し
て
い
昌
也
白
止
考
え
ら
れ
る
場
合
を
考
察
し
主
う
。
ピ
グ

l
h・
「
代
表
人
と
は
若
し
吐
曾
の
金
構
成
員

が
代
表
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
白
一
枇
舎
が
現
に
今
行
動
し
て
い
る
が
如
く
に
行
動
す
る
様
に
想
定
せ
ら
れ
た
人
で
あ
る
、
と
定

義
す
る
事
が
出
来
る
」
と
越
べ

τい
る
。
仰
っ
て
今
吾
々
の
代
表
的
消
費
者
は
、
彼
自
晴
好
白
蜜
ル
叩
が
伎
に
批
禽
金
慨
に
一
斉
的
晴

好
同
盟
化
が
起
っ
た
場
合
白
算
術
平
均
で
あ
る
如
、
茸
人
で
あ
っ
た
と
し
上
う
。
勿
論
と
O
想
定
は
ピ
グ
ー
の
所
謂
代
表
人
白
要
求
を
渦

I--

足
す
る
。
卸
ち
と
白
時
、

M
U
1
M
U
M
川
中
M
N
r
M
へ
き
と
い
う
闘
係
が
成
立
す
る
課
で
あ
る
。
若
し
か
か
る
平
均
的
代
表
的
消
費
者

戸
、
守
山
目
J
円

一
を
想
定
し
彼
の
晴
好
D
醐
理
化
が
債
格
に
及
同
は
す
故
果
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
五
同
々
は
弐
の
如
き
興
味
あ
る
結
論
に
到
達
す
る
事
が
山

来
る
。先
-
下
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
所
得
妓
果
を
無
腕
す
る
時
、

R
N
G
2
0
増
大
は
め
白
み
を
騰
貴
せ
し
め
、
他
財
白
一
償
格
を
楓
て
不
愛



に
留
め
る
。
と
の
謹
明
は
容
易
で
あ
る
。
今

pzo所
得
項
を
無
視
し
、
代
用
項
。
み
を
モ
白
ま
ま
重
山
協
で
書
〈
事
と
す
れ
ば
・

〔
同
盟
)
に
於
い
て

M
U
H
t
s
h軒、
U
M川
同
mrKMV
」
一
ご
日
い
悩
畑
、
ι可ご

と
な
り
、

と
の
式
は
や
お
友
ら
ば
総
て
零
、

-
印
な
ら
ば
山
町

と
怠
る
か
ら
で
あ
払
。

、

と
の
事
は
一
部
分
均
衡
理
論
の
考
察
が
受
賞
す
る
一
つ
の
場
合
を
一
不
し
、
そ
れ
に
新
し
い
意
義
を
奥
え
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
即
ち
若
し
右
の
様
な
想
定
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
他
財
市
場
へ
白
減
及
を
考
慮
す
る
事
な
く
、
噌
好
白
鑓
化
せ
る
財

の
市
場
に
於
け
る
需
要
曲
線
の
移
動
の
み
を
考
察
す
れ
ば
上
い
事
と
左
る
白
で
あ
る
。

然
も
と
白
事
は
更
に
完
全
競
争
白
前
提
由
一
つ
が
意
味
す
る
事
に
就
い
て
の
一
つ
白
傍
詮
を
提
供
す
る
。
郎
ち
仇
白
鑓
動
は
、
上

遠
の
事
よ
り
、句人

B

U

?
。日せ

と
な
る
。
従
っ
て
完
全
競
争
白
前
提
白
一
つ
と
し
て
、
多
数
白
経
済
、
主
慨
の
存
在
を
前
提
す
る
な
ら
ば
、
。
は
極
め
て
大
で
あ
り
、

従
っ
て

正
な
る
。
h
r
m
¥
司
は
著
る
し
く
小
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
或
消
費
者
白
晴
好
の
醐
理
化
は
殆
ん
ど
h
k
影
響
を
奥
え
な
い
事

次
に
吾
々
ラ
シ

F
と
ヒ
ッ
ク
ス
と
の
論
争
に
閥
聯
し
て
興
味
あ
る
三
財
市
場
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
よ
う
。
三
財
白
場
合
に
は
.

(
呂
)
に
於
い
て
明
ら
か
に

h
v
p
開討回目
H

l
同
事

"'" " M 
11 

b 
ω 

h
u
H
民
r
p

-
F
M
H
』
目

f
故
に
(
回
。
)
は

噌
好
白
山
田
化
之
慣
持
田
韓
動

第
六
十
七
替

一
七
七

帯
四
・
豆
郵

一塁王



晴
好
の
醐
国
化
と
慨
格
回
関
動

第
六
十
七
巻

七
F王

帯
四
・
五
焼

六

/ 

P
R
E
v
-
p
o
H
中
n
N
U
ω
F
l
H
V
M
g

(
印
骨

-
H
)

三日
U
E
J
d
o
p
h
-
-
h
n
r
p
)

〔
伯
母

-
N
)

と
な
7
Q
Q

明
ら
か
に
れ
れ
の
勝
部
は
、
右
迭
括
弧
内
の
正
負
、
卸
ち

umr崎
町
d
m
同

m
f
』

NrM

白
符
斑
に
依
存
す
る
。
今
ζ

の
閥
係
を

表
に
し
て
示
せ
ば
次
白
如
く
で
あ
る
。

臨ぺ時耳専問

" rc-

=キ 富盟 議
E 同 ~，I 
q: E年 ~ 

¥国同。/ 包同ClI 2 
氏同

可

t〈h ヨo 
吉詰

+ 十 ( ~I 
+ E平

陣
s 

t『z 9 11 

醤 c 戸
十 十 ート 凶十

注平 糊

方
4 
4・、。

〉包同o 轡( 十 + E 刊‘r十
) q: 

吋

〈Eh 宅o 
差出

十。 回目 同d ‘eモ，込
) 

Zヰ 臨

fbz 0 |1 q 
部

3 
;::0 

~ 。 何十

き年 H事

，、e

¥fh 。t / 

古 中

E車( ヨ宣 明
。':.，1

&:'1 

此
庭
で
は
+
は
債
格
が
R
N
O

己
、
の
変
化
と
同
方
向

ι動
心
事
主
、
一
は
辺
方
向
に
勤
〈
事
を
示
す
。
?
は
何
れ
と
も
確
定
し
難
い
事

を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
そ
白
後
に
括
弧
し
て
示
し
た
の
は
、
そ
の
場
ム
い
の
最
も
確
ら
し
い
援
動
傾
向
で
あ
る
。
と

D
確
か
ら
し
き

傾
向
を
右
表
白
如
く
決
定
す
る
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
ム
ダ
れ
に
つ
い
て
言
え
ば
・
恐
ら
〈
総
て
@
消
費
者
は
第
三
財
の
晴
好



が
増
大
し
た
時
、
倒
の
何
財
上
り
も
第
三
財
D
需
要
を
上
り
多
ぐ
増
加
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
削
ち
絶
封
値
に
於
い
て
一
尚
昆
吉
一

八
一
例
ω
主
一
な
る
閥
係
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
所
得
放
果
を
無
視
す
る
左
ら
ば
、
同

=
H
M
-同
こ
主
で
あ
る
か
ら
、
勿
論

一
h
v
一
八
一
周
「
ω

一
。
故
K
た
と
え
円
以
ゴ
)
白
同
ー
と
同
誌
が
問
符
焼
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
一
項
は
第
二
項
よ
り
大
止
た
り
.

4
に
つ
い

τは
す
べ
て
+
在
る
事
が
確
か
ら
し
い
D
で
あ
る
。

次
k
m
k
就
い
て
脅
え
よ
う
(
呂
田
回
)
は

同「凶

?
N
3
附
H
N
r
凶
¥
同
誌

に
感
じ

τ正
負
零
と
な
る
。
前
と
左
同
様
町
民
伊
数
呆
を
無
一
服
す
る
な
ら
ば
、

と
の
不
等
式
は

同
日
凡
ご
¥
』
N
r
u
C
M

酬
が
え
お
ω

と
友
る
。
今
若
し
慨
に
締
て
白
消
費
者
が
同
様
白
地
位
忙
あ
る
す
E
音吋
q
E
5
2
2
)
類
似
せ
る
h

タ
イ
プ
白
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
近
似
的
に
岡
弘
巳

H
h
r
s
u
H
H刊誌

y
R日
ε
H
同
a
g
u
i
H
同
日
回
目
き
等
と
考
え
る
事
が
出
操
る
。

ζ

白
時

に
は
何
十
同

H
司
ー
閏
t
C
M
F
H
也
知
ω
5
と
な
り
、
不
等
式
の
雨
選
は
相
等
し
く
め
は
崩
型
化
し
な
い
。
括
弧
内
の
O
は
乙
の
場
合
及

び
先
の
代
表
的
消
費
者
の
場
合
を
示
し
た
も
白
で
あ
る
。
勿
論
こ
白
推
論
は
殿
密
で
は
な
い
。
蓋
し
綿
て
の
人
に
就
い
て
同
町
ご
宝
が

相
等
し
い
と
い
う
様
な
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
相
嘗
数
の
人
々
に
勺
い
て
近
似
問
に
M
U
M
主
が
等
し
い
と

い
う
事
は
極
め
て
尤
も
ら
し
い
様
に
恩
わ
れ
る
。
伺
っ
て
今
し
ば
ら
く
と
の
候
定
を
承
認
し
主
う
。
情
て
同
誌
が
た
と
え

E
又
は
負

で
あ
る
。
と
し
て
も
、
個
々
の
畑
r
M
Z

の
中
白
若
干
個
が
そ
れ
と
逆
符
醐
酬
を
取
る
事
は
極
め
て
あ
り
得
る
事
で
あ
る
。
従
つ

τ
同悶悶

は
』
N
I
よ
h
M
も
相
営
小
で
あ
る
と
推
定
す
る
事
が
出
来
る
。
故
に
先
白
不
等
式
に
於
い
て
左
議
が
他
の
主
恨
む
岡
弘
之
-
国
む
と
に
比
し

著
し
く
小
で
な
い
限
り
(
こ
の
様
に
な
る
確
率
は
右
の
保
定
に
よ
b
極
め
て
小
で
あ
る
)
、
右
遁
白
絶
釣
値
は
先
迭
の
モ
れ
よ
り
小
と
な
る
で

噌
好
自
由
理
化
と
慣
格
回
避
勤

第
六
十
七
巻

5七
九

第
四
・
豆
郡

七



晴
好
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化
と
慣
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の
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覇
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あ
ろ
う
。
故
陀
同
誌
い
V
P
M川崎

V
G
な
ら
ば
、
ポ
逢
が
大
、
炉
問
〈

P
H
r
〈
C

危
ら
ば
、
左
過
が
大
と
左
り
、
右
表
白
結
論
を

得
る
で
白
あ
る
。
勿
論
右
白
仮
定
が
承
認
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
と
の
結
論
が
巌
耐
引
な
意
味
に
於
い
て
成
立
し
な
い
事
は
一
吉
う
起
も
な

ν、
o 

さ
で
、
以
上
の
考
察
は
第
四
節
に
紹
介
し
た
ラ

Y
F
・
ヒ
ッ
ク
ス
論
争
白
第
二
白
問
題
に
封
し
若
干
白
光
を
投
じ
る
で
あ
ろ
う
n

吾
々
の
分
析
が
示
す
如
く
、

r
h
へ
の
噌
好
の
増
大
は
、
若
じ
お
が
晴
好
白
箆
化
せ
る
主
慨
に
う
い
て
も
又
枇
舎
喜
一
憾
と
し
て
も
共
に

Z
Eと
代
間
関
係
に
あ
る
な
ら
ば
、
財
お
の
償
格
左
下
段
む
い
か
か
偽
向
日
か
あ
ふ
。
(
ぬ
の
晴
好
が
同
時
的
に
低
下
す
る
な
ら
ば
二
腎
そ
う
で

め
る
事
は
一
宇
ヲ
渇
h
な
い
O
)

吾
々
の
と
白
結
論
は
ヒ
ッ
ク
ス
よ
り
も
尚
早
る
ラ

Y
H
の
結
論
に
追
い
。
ヒ
ッ
ク
ス
は
貨
幣
と
交
換
に
V

向。

需
要
が
増
加
す
る
と
い
う
特
殊
の
噌
好
白
援
北
を
針
象
と
す
る
事
に
よ
り
、

v
h
へ
白
晴
好
白
増
犬
が
そ
り
消
費
者
自
身
に
於
い
て
さ

え
、
代
用
財
へ
の
需
要
減
少
を
惹
起
す
る
事
を
見
失
ワ
た
白
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
然
し
と
の
事
は
ヒ
ッ
ク
ス
白
分
析
を
全
く
無

用
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
彼
の
伶
析
は
別
伺
の
刑
法
例
え
ば
討
陣
H
号
な
る
場
合
乃
至
は
閤
博
士
の
所
詞
特
殊
者
の
参
加
白

殻
呆
の
分
析
そ
の
他
に
清
川
し
得
る
か
ら
で
各
る
。
叉
五
円
々
の
結
論
は
一
応
ラ
ン
Hr
と
一
致
す
る
け
れ
と
も
、
と
白
一
帯
は
決
し
て
ラ

ン
グ
の
所
設
そ
の
も
の
白
承
認
を
意
味
し
な
い
。
何
と
た
れ
ば
ラ
ン
グ
は
決
し
て
吾
々
白
如
く
事
態
の
因
果
的
過
程
を
明
確
に
分
析

し
た
詩
で
は
友
い
か
ら
で
あ
る
。

註
(2) (1) 

以
下
の
考
察
は
と
り
時
同
時
白
中
田
何
を
消
土
す
る
か
と
い
ふ
事
に
は
依
存
し
な
い
。

本
格
白
範
囲
に
関
係
す
る
も
四
と
し
て
は
女
の
各
論
稿
参
照
。

町
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-
F
E
R
n
-
E
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E
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i凶4
F
司・臼苫
I
M
4町
回
目

γ

古制
t
h
a

-
-
F
M
M拘
0

・R
何
日
。
持
制

H
m
p
F】
昨
〕
可
卵
白
色
凹

E
1
5
wロ民自て一
J
M
V
@恥
}
t
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m
w
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向性J(町

安
井
琢
磨
「
牧
欣
性
の
卦
準
と
動
事
的
安
定
樺
件
」
世
命
科
事
評
論
昭
和
二
十
三
平
七
且

古
帯
弘
「
経
済
均
衛
目
安
定
分
析
」
(
「
理
論
稿
神
間
晶
ゐ
諮
問
題
」
所
牧
)

森
嶋
祖
去
、
「
安
定
保
件
」
宰
刊
理
前
担
調
革
昭
和
二
十
五
年
一
月
一

O
大

頁

一

O
八
頁

部
分
安
定
、
保
件
附
安
定
年

ω
問
題
に
は
立
入

b
な
い
。

園

E
誼
「
前
掲
繭
丈
」
三
六
頁
一
一
一
七
頁
参
照
。

園

E
建
「
前
掲
論
文
」
四
七
頁
悶
丸
頁
参
照
。

弘
・
戸
〉

ωMEM-muo♂
F
E・
ヲ
恥
ωmw〆

n
h
・
-v・〉
-
m
E
S
S
F
o
p
M
M
M丘・同
v
u
s
j
u
j
H町

同
時
四
闘
係
位
、
へ
目
、
岬

V

O

(
蜘

H

P

、
)
と
し
て
も
成
立
す
る
。

森
嶋
語
央
「
静
畢
的
安
定
僚
件
と
動
車
問
安
定
保
件
」
祉
骨
科
車
評
論
昭
和
二
十
四
年
三
月
、
一
四
国
頁
一
四
五
頁
事
照
。

何
時

-
F
A
U
H
V柄。
5
R
開
自
匂
】

U
M
E⑦
旦
日
早
巨
門
事
E
Z
E
E
J
M
m
x
o
-
v・
]
ロ
苛
崎
。
。
E
O同0
・

真
に
若
L
m
t江
が
棉
て
の
消
費
者
に
就
い
て
比
例
盟
動
し
た
と
す
れ
ば
、
台
ωニ
『
吾
w
g
H
I
E
ω
2
と
な
り
、
と
れ
と
(
皆
)
を
よ
り

一
般
的
に
せ
る
方
程
式
》
(
日

)
1
b
o
H
V
M同

r
h
E
Z
K
L。
〉
号
、

h
a
1
E
J
O
T
-
u
)
を
得
る
事
は
官
室
も
な
い

で
あ

b
ぅ
。
こ
旧
事
は
間
接
的
に
或
財
旧
倒
栴
白
高
さ
を
択
定
し
て
い
る
も
白
が
、
初
期
費
産
目
分
間
限
混
と
そ
の
尉
目
標
準
財
忙
罰
す
る
限
界

代
署
串
で
あ
る
事
を
謹
朋
す
る
。
(
一
丸
五

0
・
四
・
三

O
稿
V

(7) (~) (8) 
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